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日韓友好に繋がる一歩 
 

 

 私にとって、このようなセミナーへの参加は２回目で、今回はこれまで行ってきた過去

の問題に目を向けるということを踏まえ、今後の日韓がどのような関係を作り上げていく

べきなのかということを考えることが私の大きな課題であった。私たちの班では、日韓の

都市における共生について取り上げ、第２次発表では、特に日本における日韓共生のため

の課題と方策を考えた。この課題を通し「共生」とはなにかについて、時間を費やして討

論した。第１次発表に向けて行った現地調査では、現在大きな問題は生じていないという

インタビュー結果から上手く共生できているのではないかと感じた。しかし、新大久保、

東部二村洞の実態を見ると、日本人と韓国人の間の問題が少ないからといって、上手く共

生していると言うことはできない。共有のコミュニティも少なく、互いに距離を置いてい

る場合、大きな問題も起きにくいが、地域住民としてのつながりがなく、どこか外国人を

一時滞在者としてみなしてしまっているからだ。この問題を通し、私たちは、うまく共生

することはその地域に生活する人々の間で問題が生じないということではなく、様々な交

流を通し、問題を住民中心で、解決していくことができるコミュニティが存在しているこ

とであると気づくことができた。また、都市共生においてのみならず、様々な背景を持つ

人々が共に生きるためには、交流を欠かすことができないのだと改めて感じた。 

 また、今回のセミナーでは、第１次発表を韓国語で行うということもあり、参加者が韓

国語を学んだことも、とても価値のあることであった。私自身、簡単な文を理解する程度

の語学力しかないが、一方的に日本語で自分の思いを伝える時と比べ、韓国語を使った時

の方が、より思いが伝わったように思う。また、韓国の学生が日本人の日本語を理解しよ

うとするだけでなく、韓国の学生が上手く日本語にできない時、自分も何を伝えたいのか

歩み寄ることができる知識がつき、互いが互いの思いに耳を傾け理解しようと努力し合う

ことができた。さらに、韓国語を学んでよかったと感じたのは、ふとした時、簡単な文で

あっても、誰かの翻訳を介すことなく、直接、相手の気持ちを理解することができた時で

あった。素直な気持ちを共感しあえることで言葉の壁が低くなったように感じたし、自分

たちの言葉で思いを伝え合うことの喜びを感じた。また、セミナーが始まる前は、韓国語

で発表することで余計に内容が伝わりにくくなるのではないかと不安だった。しかし、一

次発表の前日、日韓の班員が寝る間も惜しんで、互いの PPT の最終チェックを行い、発音

練習をしたことでより良い発表が出来たと思うし、発表を作り上げるという共通の目的を

持って努力したことは心の距離が随分近づくきっかけになった。 

 さらに、今回のセミナーでは、韓国の学生とともに現地調査を行ったことも、強く印象

に残っている。第２次発表に向けて、新大久保で現地調査を行った際、韓国語の情報や人々

の様子など、私たち日本人だけでは気付かないことからも新しい発見を得られただけでな

く、インタビューや街頭調査では、より詳しく話を聞くことができた。そして何よりも、

韓国と日本、２つの視点から共生に向けての話し合いを行い、私たちなりの答えを出せた

ことはとても意味があるものであった。時間が足りず、若干消化不良な面もあったが、与

えられた時間内で日韓それぞれの学生としてだけではなく、目標を共有する仲間として、

真剣に話し合い、活動できたことで多くの学びを得ることができた。 

 約１週間のセミナーを通し、バディを始め多くの仲間ができた。そして、この仲間が住

む韓国と日本の友好的関係の構築への思いがさらに強くなった。私たちが今回行った共同

作業は小さな一歩かもしれないが、今後の日韓のための大切な一歩になったと思う。今後

は、この貴重な直接交流の中で学んだことをさらに深め、これからの学びに生かしていき

たい。 
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日韓セミナーに参加して 
 

 

 今回日韓セミナーに参加しようと考えた理由は、日韓関係は政治的な問題などで冷え込

んでしまうことがあるが、同じ世代の韓国の学生たちは日本に対してどのように考えてい

るのか非常に興味があり、また学生同士なら考えていることを素直に言えてより深い話が

できるのではないか、と考えたからだ。今回の私たちの班のテーマは、都市における日韓

共生ということで、文化や言語が異なる人々がどのようにしたら同じ地域でトラブルなく

共に暮らしていけるのかということについて考えた。実際にトラブルが起こってしまって

いる地域を調査することで、どのようなところを改善すべきか見えてきた。日本側が調べ

た新大久保では、日韓での交流がほとんどなくコミュニティができていなかった。また最

近ではコリアンタウンというよりもエスニックタウンと呼ばれるほどに、韓国以外のイン

ド、ネパール、タイ、ベトナムなど、多くの人びとが新大久保に居住したり店を構えたり

するようになって、さらに地域のつながりが薄くなってしまっている。どのようにしたら

地域のトラブルをなくせるかについて班のメンバーで話し合うなかで、韓国のジャパニー

ズタウンである東部二村洞にみられるように、トラブルが全くなくても地域のコミュニテ

ィができていない場所もあることから、日韓で関わりがないのは理想の都市共生ではなく、

地域の人々が住民であるという自覚を持って生活すべきだという結論になった。同じ地域

に住む以上地域の活動に参加して役割を果たすことも大切であるし、地域の人々の間でコ

ミュニティができていれば、震災などが起こった場合もお互い助け合うことができると思

う。また、このような住民同士のつながりがあれば、相手を「日本人」、「韓国人」などと

いったカテゴリーで考えることなく、一人の地域の仲間としてとらえることができるので

はないか。そしてこのような意識の変化があれば、日韓関係が冷え込んでしまう時期があ

ってもこの地域での日韓のトラブルは起こらなくなり、理想の都市共生ができるのではな

いだろうか。日韓でなくても住民間でのトラブルは起こることもあるが、日本、韓国に対

して敵対意識を持っているために起こる問題は起きるべきではないし、住民同士で意見の

違いなどがあっても、それを話し合って解決できるような関係作りが重要だと思う。ただ

日本のコリアンタウンの場合、新大久保に来る観光客の人々は韓国が好きで韓国の文化に

触れたいと思っている人が多いので、そのような人々も地域のつながりを作り関係を改善

するために大事な役割があると思うし、日韓の問題をよく知った上で、メディアなどでつ

くられる一方的なイメージは正しいものではなく、相手にはこんな良い面があるというこ

とを周りの人に伝えることができると思う。その意味で今回日韓セミナーに参加した私た

ち学生も、このセミナーでの学生同士の交流で感じた相手の良いところ、相手の学生の考

え方を周りの人に伝えることが大切だと考える。 

 同徳女子大学校の学生に会う前は、どのような話をすれば良いのかなどとても緊張した

が、実際に会ってみたら班のテーマについてだけではなく、相手の国の文化や大学の話、

家族の話、将来の目標、恋愛観など話は尽きなくて、一緒にいられたのはたった一週間ほ

どだったが、とても打ち解けることができ大切な友人を作ることができた。また、私たち

の班はバディ同士の二人一組になって町中でインタビューをすることがあったが、二人で

協力してインタビューをしたのは非常に勉強になったし、より一層バディのつながりが強

くなりとても良かった。今回のセミナーは少し慌ただしく、グループでの話し合いの時間

が少し短かったのが残念だったが、短い時間でいかに話し合い意見をまとめるのかという

のもとても大事だと思った。今回この日韓セミナーに参加できたことは、日韓関係を深く

考えるうえでとても有意義な時間であり、貴重な体験になった。また今回出会うことがで

きた韓国の学生たちは大切な仲間なので、これからもずっと仲良くしていきたい。 
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日韓交流セミナーで芽生えた韓国への 

愛情と未来への決意 
 

 

 今回の日韓交流セミナーは私の韓国への印象を「何となく気まずい間柄の国」から「大

好きなバディ、そして友人達がいる大切な国」へと大きく変え、「今後も日本と韓国との関

係を良好にしてゆくため努力しよう」と強く決意するきっかけとなった素晴らしいものだ

った。同徳女子大学校の学生達と交わした真剣な議論、日本語と韓国語を織り交ぜた会話、

最後に贈り合った手紙。そして大好きなバディとの間に芽生えた友情。そのどれもが想い

出として深く胸に刻まれている。代々木や草津のセミナーハウスでは食事の点で満足のい

くおもてなしが出来なかったという反省はあるが、班のメンバーで出掛けた時の食事や観

光の楽しさはそれを補って余りあるもので、密度の濃い時間を過ごすことができた。日本

と韓国を大学生が繋ぐことへの可能性を大いに感じることが出来た１週間だった。 

 交流を通じて得た言語的・文化的な学びは数えきれないが、韓国語の表現と日本語の表

現に似た所が沢山あるという学びは今後韓国語を学ぶ上で最も重要であろうと思う。文化

についても同じで、セミナーの間中ずっと「日本と韓国はこんなところまで同じなのか」

と驚かされることの連続だったと言える。バディとはまず好きな音楽の話をし、さらに将

来設計や勉強の悩み、結婚などについても語り合ったのだが、お互いに「分かる、分かる」

と頷きっぱなしで話題が絶えることがなかった。また、就職活動の際に大学生が置かれる

状況も両国で非常に似通っていた。韓国は就職難の時代に突入しており、文系学生が企業

にほしがられない状況も続いているという。バディや班のメンバーの話では「韓国では本

当に就職が難しい」ということだった。さらに、大学生の子を持つ親が子の安定した生活

を望み「地元に帰ってきて公務員になれ」と言うのが韓国でも一般的であるということに

私は大変驚いた。バディが両親にごく最近そう言われたように、私も地元に帰るたびに言

われる言葉だったからだ。 

 また、半年間かけて日本と韓国それぞれが準備してきた第１次発表、そして最後に班の

全員で完成させた第２次発表は今回のセミナーの成功に大きく貢献したと感じている。各

班の発表と質疑応答を通して、日韓の政治的な壁を越え個人として真剣に日韓の問題に向

き合うことが出来た。今回私達の班では日本最大のコリアンタウン新大久保と韓国のジャ

パニーズタウンである東部二村洞の両方について調査し、日韓両国における日本人と韓国

人の共生の実態を探った。さらに共生する中で起きるトラブルについても実際に両都市で

インタビューをして確かめ、「ヘイトスピーチなど大きな問題は見られなくなったものの細

かいトラブルは依然として見られ、街全体として日韓の交流が深まるまでには至っていな

い」ということを知った。最後にこれからの共生に必要なのは日本人と韓国人がお互いに

民族の違いを乗り越えて社会を共に創る仲間としての意識を持つことだという結論を出し

たが、ただ話し合ってまとめるだけではなく、これを私達が実現してゆかなくてはならな

いという責任も感じた。 

 そして全体的な議論の中で特に印象的だったのは、日本の学生からはあまり発言がなか

った慰安婦問題に対して韓国の学生は臆さず疑問や感想を口にしていたことだ。対話と説

明を求め、未来を見据える姿勢が同徳女子大学校の学生達には共通していたのである。「日

本人は歴史にきちんと向き合おうとしない」という森山先生の言葉が身に染みて、「観光や

遊びでお互いの国の事を知った気になってはいけない。気まずくなりそうな議論を避ける

姿勢では何も解決しないのだ」と一連の発表を終えて痛感した。 

 今後は、「日本と韓国が仲良くなりますように」と班の全員で神社の絵馬に書いた時の気

持ちをこれからも忘れず、次は私が韓国へ赴き、一生涯韓国の友人達との交流を続けてい

こうと考えている。そして日本と韓国が手を携えて未来へ進めるよう尽力してゆきたい。 
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日韓セミナーを通して学んだこと 
 

 

 私たちのグループのテーマは『日韓の共生のための、より良い都市の在り方』であり、

結論として『日本に長く住んでもらうために移住する外国人への対応を整える事が重要』

となった。私にとってこの対応とは、言語面での対応だと考えている。 

 上記について私達は『日本人と在日韓国人の間には恒常的にいさかいがあるもの』と思

っていたが、誤りがあることに気付いた。実際は長く住んでいる在日韓国人は日本人と同

じように暮らせるほど日本になじんでいた。共生に課題があるのは来日したばかりの韓国

人であり、日本の風習になじめず、コリアンタウン内での流動が激しい為にコミュニティ

の形成ができない事に改善すべき点があると学んだ。その中で私が最も重要だと考えたの

は、言語面での問題である。これに対して、『やさしい日本語』の認知度を高め、普及させ

ることで解決の一助となるのではないかと強く感じた。 

 私が『やさしい日本語』の普及が一番大切だと感じた理由は、アルバイト先での体験が

きっかけである。アルバイトで外国人のお客様に対して、日本人への接客と同じような言

い回しや接客用語を使用しても相手に混乱を与えるだけだと体感していた。『やさしい日本

語』を知ったことで日本語に不慣れな外国人に配慮した接客ができるようになった。この

体験から、日韓の共生のために改善すべき言語面の問題に『やさしい日本語』が役に立つ

と考えるようになった。 

 私の考えを検証するために、今回のセミナーではバディに対して『やさしい日本語』を

なるべく使用してコミュニケーションを行うように意識した。『やさしい日本語』はそもそ

も情報伝達の書き言葉であるが、この言葉の特性として主語述語がわかりやすく、日本語

特有のあいまいさが少ない為、私は話し言葉としても有用なものではないかと考えていた。

しかし、実際に使ってみると想像以上に難しいものだった。話者自身が自分の普段の話し

言葉を瞬時に『やさしい日本語』に変換し口に出すまでに時間がかかってしまい、かえっ

て円滑なコミュニケーションを阻害してしまっていた。それでも意識的に継続して実践し

続けた結果、私の中で『やさしい日本語』が定着するのに合わせて相手に話したい事が正

確に伝わるようになった。一度自分が話した後に説明を加えるということがなくなってき

たのだ。以上のような経験から、『やさしい日本語』は話し言葉として使用するのは訓練が

必要だが、日本語に不慣れな外国人とコミュニケーションする上では非常に有用だという

知見を得た。これが交流を通じて得た、私の言語的な学びである。 

 最後に、このセミナーは私にとって韓国人の人となりを深く知ることができ、これまで

の韓国への偏見を改めることができて非常に良かった。これは１週間寝食を共にする本セ

ミナーでなければ体験できないことだ。一方で、グループを超えた交流があまりなかった

点は非常にもったいないと感じた。せっかく多くの韓国人学生が参加しているにも関わら

ず、交流できた人が限定的だった点は改善してほしいと思う。 

 貴重な機会をいただき、誠にありがとうございました。 
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日韓／韓日の共生にむけて 
 

 

 私たちのグループでは「歴史認識」を大きなテーマとして掲げ、第１次発表では幅広い

世代の人々を対象に行った歴史認識に関するアンケート結果をもとに考察をし、第２次発

表ではその内容をふまえたうえで、韓国側の学生との対話を通じて「歴史教育と日韓／韓

日の共生のあり方」を模索した。そのなかで強く感じたのは、歴史教育のもつ力の大きさ、

そしてそれをより良い方向に持っていくことの難しさであった。多くの人が反日・嫌韓感

情の原因は歴史認識の違いにあると考えている一方、日本と韓国の歴史に対し深い知識を

持っている人は少ない。歴史認識の改善から共生の道を探っていくためにはこの矛盾を解

消する必要があるが、自国の立場に偏らない歴史を、歴史にあまり関心のない人々や教育

を受け終えた世代にどのように伝えていくかという点はまだ議論の余地が多く残されてい

るように感じた。今回の第２次発表では共通教科書の使用を提言として挙げたが、それを

いかに有効に使っていくのか、どのようにして普及させていくのか、という点は今後も自

分なりに考えていきたいポイントである。歴史認識の改善が両国の関係改善の一助になる

はずだということはアンケート結果からも推測できるため、それに向けた現実的な具体策

を考えていきたい。 

 続いて、韓国の学生との交流を通じて得た学びとしては、文化的な学びが非常に多かっ

たように感じられる。今まで知らなかった韓国の文化や、韓国における日本文化がいかに

受容されているのか、といったことなどを直接教えてもらい、メディアを介して知る韓国

とはまた違った一面を垣間見ることができた。それと同時に、ともに生活をするなかでは、

日本人と韓国人の間にはいわゆる国民性の違いのようなものが存在するのではないかとい

う印象も受けた。「日本のみんなは思ったことをあまりはっきり言わないけど、韓国だとみ

んな思ったことをそのまま伝える」といった主旨のことを韓国の学生も話していたように、

おそらくこの印象は日本・韓国どちらの学生も少しは抱いているものなのではないだろう

か。ただ、ここで私がひとつ学んだのは、両国の国民の間の違いというのは必ずしもマイ

ナスに働くものではないということだ。一般的に「日本と韓国では国民性が違う」という

とその差異自体を非常にマイナス要素の強いものとして捉え、相手を異質なものとして遠

ざけてしまうような印象を受ける。しかしその差異そのものを否定するのではなく、それ

を「韓国の学生が自らの考えを明確に伝えてくれるからこそ本音で向き合える」といった

ように、その違いを受け入れた上で互いを尊重していくことができたら、個人レベル、ひ

いては国家レベルでもより良い友好関係を築いていくことができるのではないだろうか。 

 もっと積極的に議論に参加する必要があったのではないか、セミナー開始前にもっと韓

国語を学んでおくべきだったのではないか、といった個人的な反省点はいくつかあるもの

の、総じて得るものが多く、このセミナーでは非常に充実した時間を過ごすことができた

ように思う。特に、グループ討論の時間以外にも自由に話をする時間が多く設けられてお

り、韓国の学生と話をする機会を多く持つことができた点は、お互いのことをより深く理

解するきっかけになったと言えよう。今後も今回のセミナーでできたつながりを大切にし

ながら、韓国に対する理解を深めつつ、日本と韓国の共生のために必要なこと、そしてそ

の実現のために自分ができることを継続的に考えていきたい。 
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コミュニケーションの大切さ、難しさ 
 

 

 私たちの班は日本と韓国で異なる歴史認識について議論した。日韓セミナーのテーマが

「共生」というものだったため、その違いを乗り越える方法を模索した。特に現在に繋が

る現代史や第２次世界大戦について多く話したように思う。事前調査では日本側と韓国側

で共通の内容のアンケートを取り、私たち日本人側は千葉県の昴高校で歴史を教えていら

っしゃる吉井先生にお話を聞いた。その際に元福岡韓国教育院長の金グァンソプさんの講

演もお聞きした。セミナーが始まってからは自分達が使用していた歴史の教科書を比較し、

認識の差異を解消する方法として日韓共通、もしくは東アジア共通の歴史教科書や、メデ

ィアを使った歴史教育について話し合った。 

 今回のセミナーの発表で私たちが出した結論は、「歴史認識の差異を乗り越えるためには、

お互いの認識や考え方を理解し、世論に簡単に影響されないことが必要だ」「同じ認識を持

つことは不可能だが、その状態を目指して努力すること自体に異議がある」ということだ。

口に出すことは簡単だが、この２つを実行することは非常に難しい。アンケートで歴史認

識の仕方の違いや歴史教育が日韓の対立を生むと感じている人は少なくなく、また日韓で

仲良くしたい、協力したいと考えている人は世代を問わず多いという事実が判明したが、

それらが未だに実現していないのはそのためだろう。例えば１つ目の「理解する」ことだ

が、自分は相手のことを理解しているつもりでも実は「知っている」だけであり「実際に

は分かっていない」、という例は多い。私は日本人が、戦時中に日本が行った非道なことを

ほとんど知らず、韓国人は日本人より多く詳しく知っているということは知識として知っ

ていたが、今回はそのことを実感したように思う。例えば日本が外国人に行っていた人体

実験について、韓国側のある生徒は、韓国人に行われなかったことについても詳しく知っ

ていた。その話は私の想像を超えるものであり、私は何を知らないのか、学んだ内容量の

差がどれほど存在するのかを具体的には理解していなかったのだと気づいた。相手の考え

方を理解するということは自分と相手との差や違いを正しく知ることから始まり、それに

はやはり深い対話が必要なのだろう。私たちはお互いに話し合うべきなのだと感じた。そ

れは歴史や政治のようなシリアスな話だけでなくドラマや恋愛のような雑談も含むのだろ

う。そのような様々な話をする機会を、セミナーで多く持つことができ非常に良かったと

感じた。 

 言語面で特に強く感じたことは簡単な日本語はとても難しい、ということだ。韓国の学

生と分かりやすく話す際には可能な限り平易な日本語を使うことを試みたが、それでは細

かいニュアンスをうまく伝えることが出来ない。簡単な日常会話であるならそれでも問題

は無いが、議論をするには難しい単語を避け続けることは出来ない。また非ネイティブで

も理解しやすい文の構造を、口頭で瞬時に組み立てることも非常に困難であった。通じな

い単語は日本語での説明に加えて、英語を使って伝えることができたが、私の英語の発音

の悪さや英語の発音の癖の違いもあって、英語でも必ず通じるとは限らなかった。会話に

おいて必要不可欠な「伝える」ということはこれ程難しいものだったのだと感じた。他に

も第１次発表を韓国語ですることによって、第２外国語、人によっては第３外国語で議論

する韓国学生の苦労を垣間見たように思えた。また文化面では、セミナー中に韓国の学生

からは様々な韓国の文化を学んだ。その中でも私が特に素晴らしいと感じたものが、韓国

の学生が親しい女の先輩を「オンニ」、日本語で話す時は「○○姉ちゃん」と呼ぶ、という

文化だ。年上や目上の人間への敬意を大切にする韓国文化を窺うことのできる、親しみと

敬意を両立させた素晴らしい呼称だと感じた。このような良い文化を知りお互いの立場を

尊重し合うためにも、対話や会話をすることが必要なのだろう。 
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第 11 回日韓大学生国際交流セミナーを終えて 
 

 

 私がこの実習を通じて得た最大の収穫は、韓国にかけがえのない友人が出来たことであ

る。１週間という短い期間のなかで、最後別れ際に涙を流すほどの深い関係を築けたのは

今回が初めてかもしれない。私がこの実習に参加したきっかけは、周囲の影響もあって韓

国の政治ひいては「韓国人」にまである種悪い固定概念をもちそうだった当初、それを払

拭したい、確かめてみたいという意識があったように思う。実際セミナー前日まで、韓国

の人たちがどのような人なのか、どれほど仲良くなれるのか不安であった。しかし、韓国

の友達は皆本当に親切で思いやりがあり、心温かい人たちばかりだった。言語の違いで歯

がゆい思いをしたことはあっても、たくさん笑い合うことができたし、支え合うことがで

きた。韓国の文化や言語についてたくさんのことを教えてもらい、印象も大きく変わった。

韓国語の可愛さや韓国製品の質の良さ、韓国との習慣の違いや共通点、料理の多様さなど

多くの気づきがあり、自然と「いつか必ず韓国に行ってみたい」と思えるようになってい

た。私がそれまで見ていた「韓国」は本当に狭くて表面的なものに過ぎず、隣国について

実はほとんど何も知らなかったことを痛感した。たとえ政治的・歴史的に深い確執が残る

国同士であっても、直接交流を通じて互いの良いところや共通点を新たに発見し深い絆で

結ばれていく日韓の学生の姿を見て、そして自分自身もそれを体感することができ、その

尊さと未来への希望を感じることができた。 

 またグループテーマである「歴史認識と教育」に関しては、日韓の歴史解釈のギャップ

の大きさを強く感じ、これまでとは違う視点で日本という国を見つめ直すことができた。

日韓関係の亀裂に直接的に深く関わる問題であるだけに、今回韓国の学生とこの問題につ

いて議論し共通の方向性を見出すことができたのはとても貴重な経験であったと思う。慰

安婦問題や強制連行、在日コリアンの歴史や安重根に対する意識の差などの多様なテーマ

を取り扱うなかで、私自身の歴史に対する知識の無さを痛感するとともに、立場が違えば

同じ出来事でも皆それぞれの見方があること、また教科書比較では国家の意向を顕著に窺

い知ることが出来て非常に興味深かった。そしてこの研究を通じて感じたことは、「正しい

歴史」なんて存在しないということである。あるのは「後世に何を遺し、それをどう伝え

ていきたいか」ということだけであり、歴史とは数ある出来事のなかで何を抽出し、それ

をどう解釈して後世に伝えていくのか、その作業の繰り返しで紡がれてきたものだと考え

る。だとすれば、これから私たちがどのような未来を望むかによって、歴史は少しずつ変

えていくことができるのではないだろうか。その一助として、やはり歴史教育の重要性を

見逃すことはできない。国によって見方が異なる歴史的事項を、「違う」から敵対するので

はなく、「違う」からこそ向き合って知ろうとする姿勢が必要だと感じた。そうすることで、

歴史には答えがあるという誤解を抜け出し、歴史には多様な見方があっていい、というこ

とを伝えていかなければならない。「共通の歴史認識」がたとえ実現しなかったとしても、

それに向かって努力し続け、それぞれの見方を知ることこそが最も重要なのだと感じた。 

 最後に、このような機会を設け４月から指導してくださった森山先生、金曘泳先生、朴

惠仁さん、そして学生代表の皆様に感謝の意を表したい。１週間韓国の学生と寝食を共に

しながら言語や国家の壁を越えて仲を深めることができ、とても充実した日々だった。バ

ディを組んで準備を進めたり、第１次発表の韓国語の発音を見てもらったりした時間は互

いの信頼関係を築く上で有意義なものだった。たとえ国家間で深い確執があったとしても、

人と人は分かり合えるという確信を得ることができ、今回参加して本当によかったと思う。

そして今度は、その分かり合えるはずの人同士が国という枠組みだけによって引き裂かれ

ることのないように、私たち自身が責任を持って未来を描いていかねばならないと感じた。 
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セミナーで得たもの 
 

 

 日韓交流セミナーは、私に多くの学びを与えてくれた。 

 私は歴史認識のグループに所属していた。第１次発表のために、歴史認識についてのア

ンケート調査を行なった。この結果を受けて感じたのは、同じ日本人であっても、人それ

ぞれ歴史についての見解は異なるということである。最もそれを感じた項目は、韓国の慰

安婦問題について知っていることを尋ねた設問だった。日本政府が強制的にやらせていた、

という人もいれば、軍や政府の関与はなく、身売りされた人が慰安婦となった、と回答し

た人もおり、ばらばらだった。野外実習では在日韓人歴史資料館を訪れた。私は、日本が

かつて朝鮮の人々に対しひどい行いをしていたことを知っていたつもりだった。だが、そ

れはあくまで「つもり」でしかなかった。多くの朝鮮人を強制連行して労働させたことや

戦争に駆り出したこと、そして朝鮮人の戦死者に対しても差別が存在したこと、慰安婦が

どんな扱いを受けたのか。資料の一つ一つを見るたびに、胸が痛んだ。被害者である韓国

側から見たら、さぞや日本は許せない存在であっただろう。過去にこだわっているように

見えていた韓国側の認識を理解するところへ、一歩近づけたような気がした。第２次発表

に向けた討論の中で気づいたのは、生きた知識を獲得することの面白さである。政治につ

いての話が出たとき、韓国の歴代の大統領について教えてもらった。高校時代に授業で習

ったが、彼らはただの暗記する対象でしかなかった。だが、韓国の子たちの話す歴史は面

白く、もっと聞きたいと思った。韓国のメンバーが話すことによって、ただの教科書上の

人物ではなく、実際に存在した人物として感じられたからだろう。同じ教科書を使って語

るにしても語り手が違うと印象がこんなにも変わるものなのだということも改めて感じた。

私たちの班は共生への方策として歴史を教える教師の知識を増やすことも提案したが、そ

の提案の意義を実感した瞬間でもあった。 

 言語や文化に関する学びも多かった。言語に関して印象深かったのは、完璧に正しい言

葉遣いでなくとも、意図することは大方通じるということだ。韓国の学生たちが話す日本

語には不自然な箇所もあったが、相手が伝えたがっていることを前にして、そのような不

自然さはたいして気にならなかった。私は、英語で話すことにためらいや恐れを感じてし

まう。自分の英語力に自信が無く、口に出した英語が誤った表現になって伝わらないので

はないかと思ってしまうからだ。だが、一生懸命日本語を使い、コミュニケーションを取

ろうとする韓国側の学生の姿が私に勇気をくれた。伝えようという気持ちが大切だと学ん

だ。文化については、自分の国の文化を他の国の人が知ってくれると嬉しいのだというこ

とを学んだ。私は韓国の学生が日本語を使ってくれることも嬉しかったし、日本のドラマ

や慣習について思った以上に知ってくれていたことにも大変感銘を受けた。それと同じよ

うに、私が知っている韓国語や韓国ドラマについて話すと、韓国側の学生も嬉しそうにし

てくれた。互いの言語や文化について知り、理解を深めることは異文化交流をする上で必

要なことであると感じた。 

 一番の収穫は、韓国を好きになり、日韓が共生する未来を心から望めるようになったこ

とだと思う。これまで、特に韓国が好きなわけではなかった。だがセミナーに参加するに

あたって韓国語を勉強し、韓国の学生と話し、韓国の文化や韓国人の考え方も知った。自

然に韓国に対する理解を深めることができた。歴史というデリケートな問題についても話

し合い、日本と韓国が共に歩む未来も一緒に考えることができた。そんな日が本当に来る

のではないか、むしろそんな未来を自分たちで作りたい。こんな風に、セミナーを通して

未来を見据えるようになっている自分に気がついた。決して楽ではなかったが、参加して

本当に良かったと思う。自分を一回り成長させてくれたセミナーだった。 
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「文化」を学ぶということ 
 

 

 今回の日韓交流セミナーは、今後の日韓共生のために何ができるかという大きなテーマ

のもとに議論や調査を重ねた。私はその中で、一般の人々が毎日触れるもの、もしくは生

活そのものとも言える「文化」なら、この問題に対して良くも悪くも大きな影響力を持っ

ていて、共生のためのカギになりうるのではないかと感じ、日韓双方の文化についての印

象や国自体の印象との関わりについて議論を深めた。私たちは当初、人々の間にプラスの

イメージをもたらす文化を広めていけば、国の印象向上にもつながっていくのではないか

と推測を立てたが、韓国側のアンケート調査の結果、「文化」のみを単独で取り出し、他の

要素と切り離して考えることは不可能であることが分かった。このことはこのテーマから

学んだ様々なことの中で、私にとっては衝撃的な事実だった。そもそも文化というものは、

その背景に権力・メディア・歴史・生活など他のファクターが密接に絡み合って形成され

てゆくものであり、人々の価値観や考え方に与える影響力は大きい一方で、それら他の要

素に左右されやすいものであるということにも改めて気づかされた。韓国の人々にとって

は「文化」の問題を考えていても、どうしても歴史認識の問題が絡んできてしまうという

現状があったことも今まであまり知らなかったし驚きではあったが、それに引き換え日本

では、文化と、歴史認識の相違による両国の摩擦とを結び付けて考える場合が少なく、歴

史認識の問題に対しての日本の甘い考え方が露呈したような気がした。政府と大衆を別物

として考え、国民や文化は受け入れられても政治は受け入れ難いとする韓国の人々が多か

ったという現状に、政府の深い謝罪は不可欠なのだということも感じられた。 

 韓国の学生と直接交流しながら意見を交わすという経験は私にとって初めてだったが、

言語の観点から見ると韓国学生の日本語のすばらしさに感動した。自分の母国語を話して

くれるというのは、単に言葉のコミュニケーションが円滑になるというだけではなく、親

しみやすさや嬉しさを感じることで心の距離がぐっと近づくようなものであるという気が

した。一方で私はこれまで韓国語を学んだことがほとんどなく、第１次発表で取り組んだ

韓国語は本当に拙いもので、言語を学ぶ難しさを改めて実感するとともに、その分だけ韓

国学生への感謝の念を感じた。文化的な面から見ると、「韓国人は気性が荒い」というよう

なステレオタイプは違ったとまず感じた。だが一方で、第２次発表の準備の段階では意見

が合わなかったこともあったし、重点を置くポイントも違うような気がした。発表準備は

時間の制約が大きかったこともあり、日本学生はある程度妥協してでも議論を進めようと

する節があるのに対して、韓国学生は簡単には主張を曲げずに、自分が納得しなければ議

論を深めてじっくり取り組むような印象を受けた。そのような議論への姿勢に、違和感を

覚えることも少しはあったが、問題により真摯に向き合っているような気がして尊敬の念

も覚えた。韓国人だから、日本人だからと一括りにしては危険だが、このような態度や考

え方の根本的な違いはやはり多少なりともあるのだということを改めて感じた。このこと

から、机上の理論だけではわからないこともやはりあって、自分の感情や心の動きも伴う

「体験」をするということが本当に大切なのだということを改めて感じた。 

 今回のセミナーでは、個人的にはこれまで自分の中には気づかないうちに韓国の人に対

するステレオタイプがあったことを実感したと同時に、それがいい意味で崩された。自分

の価値観と経験に一石を投じたこのセミナーは、自分にとって本当に貴重なものとなった。

また、韓国の学生の優しさと日本語の上手さに本当に助けられたセミナーであり、韓国側

の学生への感謝の気持ちはここだけでは伝えきれない。今後も、両国の共生について関心

を持ち続け、今回の交流により生まれた絆を細く長く続けて生きたいと思っている。 
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日韓セミナーを通して 
 

 

 私を含めた３班は、間接的な交流からの日韓関係の改善を目指して研究、討論をした。

同徳女子大学校の学生と討論を行う中で、文化のことを話しているはずなのにいつの間に

か歴史問題や政治の話になってしまったことがあった。それほど歴史認識問題、政治的問

題は大きいのだと感じた。韓国の人々は、日本の文化は好きであっても歴史問題を認めな

いから日本全体としては好きになれない、という人が多いようである、ということに実習

を通して気づいた。それに対し日本人は、歴史問題もあるけれど韓国の文化は好きだし、

韓国自体なんとなく好き、という意識であるように思う。この歴史認識問題や政治のこと

についての意識の差が、日韓関係において大きな壁になっているのではないだろうか。日

本人は、韓国人ほどその問題について考えない人が多いため、そこをついてくる韓国人を

うっとうしく思ってしまうかもしれない。逆に韓国人は、大きな問題を真剣に考えないで

いる日本人にいらだつかもしれない。意識する時点でまず差があるということを理解すべ

きである。実習を通してそのことに気づくことが出来たのも大きな学びである。 

 同徳女子大学校の学生との交流から、彼女たちが本当に日本を好きであることが伝わっ

てきた。日本語はとても上手で、コミュニケーションに支障がないほどであった。日本の

文化も自分達が想像しているよりも多くを知っていて、しかもそれを好いてくれているこ

とは日本人として嬉しく思った。対して私は K-POP が好きなくらいだし、韓国語も習い始

めたばかりで話せないので、少し自分を恥ずかしく思った。しかし、森山先生がセミナー

が始まる前、韓国の学生には積極的に話しかけないと友達になることができないとおっし

ゃっていたので韓国語があまり理解できなくても、翻訳機に頼りながらではあるが積極的

に話すように心がけた。韓国語がわからない分、会話の中で同徳の学生が使った韓国語の

復唱をときどきしてみたのだが、同徳の学生は喜んでその韓国語の意味と発音の仕方を教

えてくれた。韓国語は未熟でも話したいという意思を相手に伝えることで、より親密にな

れたのではないかと思う。また、討論において歴史問題の話になったときには、私が日韓

関係に関する歴史やニュースについてあまり知らなかったのが、悔しかった。違う文化背

景を持つ人と触れ合うとき、その文化背景についてある程度学習するのはマナーであると

思う。その点は改善点であり、これからこのような機会のときに気をつけたい。 

 セミナー全般としては、濃い実習内容で本当に学びになった。実際に文化背景の違う人々

と生活を共にし、何かを一緒に取り組むということは、異文化交流において非常に貴重な

体験だと思う。このセミナーに尽力してくださった、森山先生、金曘泳先生には大変感謝

している。改善点をあげるとすると、草津セミナーハウスは、次に利用する学生が不快に

思わないようになっていればいいと願う。また、最後に森山先生が韓国の歌を、金先生が

日本の歌を歌ってくれて、楽しかったし嬉しかった。ただ金先生が日本語で歌ってくれて

いたら、もっと楽しかったかもしれないと思う。金先生は来年ぜひ日本語でお願いしたい。 
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日韓交流セミナーを通して 
 

 

 私たちのグループが今回のセミナーで取り上げたのは「文化を通しての日韓共生」であ

る。現代において政治的・歴史的に対立する日韓両国であるが、音楽やドラマ、アニメ、

漫画といった文化においては互いの国で受け入れられているものが非常に多い。そこで私

たちは、政治的・歴史的な溝があってもそれを文化の力で乗り越え、日韓両国が互いに共

生していけるのではないかと考えた。また共生のための一つとして日韓が共同で文化を世

界に発信するという案が挙げられた。 

 取り上げたテーマを通じてわかったことは、文化を通して互いの国のイメージをプラス

に変えていけるということ、またその反面で、文化といえど政治的・歴史的な問題と深い

関わりを持っているということだ。韓国側との話し合いの中で「日本が歴史的な出来事に

対する謝罪を行わない限り、文化的な共同は難しい」という韓国側の意見が挙げられた。

この意見からやはり、韓国人は歴史問題を非常に重く受け止めていることを実感し、その

反面、私自身や日本人の歴史問題に関する認識の薄さを強く感じた。 

 日韓の歴史認識の違いはやはり大きな壁となって両国の間に立ちはだかる。それは文化

においても例外ではない。文化と政治的・歴史的な問題が深い関わりを持つ以上、文化に

よる共生にとってこれらの問題が解決に向かうことは重要である。また、文化の交流や共

同の文化発信のためには、日本人がより日韓の歴史問題に関する知識と関心を持ち、韓国

側と歩み寄っていく必要があると感じる。しかし問題が解決しないからといって互いの文

化の交流を停滞させるのではなく、問題解決と並行して文化の交流を続けていくことが日

韓共生にとって重要であると考える。 

 また今回のセミナーでは約１週間、韓国の学生と生活を共にすることで気づいた点が非

常に多くある。まず韓国人の年上の方に対する態度である。韓国側の学生は自分より年上

の学生のことを必ず「オンニ」と呼んでいた。この単語は日本語の「お姉さん」に該当す

る言葉だが、日本人は自らの実の姉以外の人のことをお姉さんと呼ぶ事は非常に珍しい。

年上の人をこのように呼ぶ韓国の習慣は、儒教の国ならではの年上を重んじる一面である

と感じた。また韓国の学生との間で、日本人と韓国人の話し方における特徴の違いが話題

に挙げられた。日本人は説明が回りくどく、結論に至るまでが長い一方で、韓国人はその

ような回りくどい説明はできるだけ避け、ストレートに結論を言うという違いがある。日

本語と韓国語は文法や単語の音が似ているという共通点を持つ反面、このような違いがあ

ることは非常に面白い。 

 同じ東アジアに属し、その見た目もあまり変わりはなく、そして使用言語に関しても類

似点が多い両国だが、共に生活をしてみて互いに違う面というのは少なからず存在した。

このような微妙な差異を理解しあうことも、日韓共生に繋がるのではないかと感じる。 

 今回のセミナーで、直接韓国の学生から日本に対するイメージや歴史問題への憤りなど

多くの話を聞くことができた。韓国人、しかも同年代の若者の気持ちを報道などを通じて

ではなく直接聞くことでより実感を持って感じられ、日韓関係を改善し、互いに共生して

いきたいと強く感じることができた。また生活を共にし、日韓の複雑な問題について互い

に真剣に話し合うことで、国という壁を超えた友好な関係を気づくことができた。このよ

うな経験をさせてくれた今回の日韓交流セミナーは私にとって非常に有意義なものであっ

たと言える。 
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友人たちから学んだこと 
 

 

 今回、一番学んだと思うことは韓国側の歴史認識問題の大きさについてだ。私たちは文

化をテーマに選んでいた。私は、韓国について文化が好きになれば国も好きになるという

安易な考え方をしていたのだが、同徳の学生は「日本文化は好きでも、日本は嫌いな人が

多い。」という。「日本の民間人と政府とでは違う。日本が好きかという問いは政府が表に

立っているのだから嫌いという答えになる。」と。自分がいかに軽い認識だったかと思いい

たった。話をたくさんしていくうちに、日本は加害者であり被害者である国だということ

を強く感じた。被害者だと思っているから罪の意識は薄く、加害者だとしてもアメリカと

同じように復興援助をしていれば友好関係を築けて当然と思っているのかもしれない。戦

争に被害者も加害者もないという意見もあるが、少なくとも朝鮮という国を日本は蹂躙し

たことは事実だ。しかも、ほんの 70 年ほど前に。真摯に向き合わなければ心が離れるし、

日本の政府を民間で変えなければならないのだと感じた。しかし、「文化」というものの大

きさも感じた。同じアニメを見て同じ歌を聴き、育ったという事実は私たちの距離を急激

に縮めたし、韓国も日本も関係なく歌の上手さや踊りについて語った。文化面からも近づ

き、政治面からも近づくというのは日本と韓国の未来を考えるとどちらも欠けてはいけな

いのだなというのが今回のセミナーの私の結論だ。 

 言語的、文化的学びとしてグループ発表までの苦労を少し語りたい。今回私は「文化」

をテーマにこのセミナーに臨んだのだが、韓国側と話しながらテーマを具体化させていこ

うとしたのが難しく、まとまるまでにかなりの労力を要した。曖昧な概念は、同質な存在

である日本の同じ大学の女子大生同士で理解されやすくても国や言語が違えば難しいもの

だということを学んだ。また韓国の学生は気性が激しいと感じることはなかったのだが、

言語的壁があるのではっきり話をした方が良いのだとも学んだ。単純な言葉で話すのは案

外難しく、私はもっとシンプルに伝えられるのにな感じた。 

 セミナー全体を通し、施設面で同徳の友人たちが苦労をしていたのを多く見かけた。お

風呂や施設の綺麗さは、人によっても違うが国によっては大きく違うらしい。韓国学生の

要望をききつつ、次回は別の場所も考えると良いと思う。 
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日韓の交流から共生へ向けて 
 

 

 私のグループでは、日本人と韓国人が直接触れ合うことによる交流をテーマに発表を行

った。前年度、韓国の学生とテレビ会議を通して日韓共生について討論する授業を履修し

た。私はそれまでメディアを通して見る韓国しか知らなかったが、日本語を学び、日韓が

抱える問題や今後の共生に向けてしっかり自分自身の意見を持っている韓国の学生と議論

をすることで、韓国に対する印象が良い意味で大きく変わった。この経験から、日韓共生

において必要なことは、日本人と韓国人が交流を行い、そして対話をすることではないか

と考えこのテーマを選んだ。 

 今回のセミナーの中での発表では、日韓交流を行っている団体や学校などの事例を取り

上げながら、さらに日韓交流を促進させるためには何が必要かについて考えていった。事

例を調べる中で、日韓交流が行われている地域や団体はあるけれども、その交流に継続性

がないということが問題ではないかと考えた。しかし、浅草で行ったインタビュー調査の

中で、日本人の学生と交流試合を行った韓国の学生から、日本に友達ができたのでまた日

本を訪れたいという声を聴くことができた。このようなことから、交流を行う上で、ただ

お互いの文化を体験したりするだけではなく、交流を深めて友達を作るということが重要

ではないかと感じた。はじめはどのように結論付けるかを悩んでいたが、セミナーを通し

て韓国の学生と交流を深めていく中で、政治や歴史問題とは切り離して、人と人との交流

を大切にすることが必要であり、交流をしていく中でお互いの違いや共通点を理解するこ

とができるため、その結果日韓の共生に繋がると結論付けた。 

 韓国の学生との交流を通じて第一に感じたことは、日本語を学んでいるという理由もあ

るだろうが、日本に対してかなり好印象を抱いてくれているということだ。そして積極的

に私たちと交流しようという姿勢を見せてくれたことがとても嬉しく思った。今回の日韓

セミナーは日本で行われるということもあり、こちらがもてなす立場であった。日本人の

場合、初対面の人とすぐに仲良くなるというのは難しいと感じる人も多いと思う。しかし、

韓国の学生はまるで以前から友達だったかのように気軽に接してくれた。１週間という短

い期間だったにもかかわらず、とても仲良くなることができたのは韓国の学生のおかげだ

と考える。また、日韓共生を考えるうえで日韓の文化の違いに焦点を当てて考えおり、日

本と韓国の文化には大きな違いがあるという考えを持っていたが、共通している部分も多

いということを感じた。まず、韓国語を勉強する中で、文法や単語が似ているため、韓国

語がほとんどわからなくてもなんとなく何について話しているのかはわかることがあった。

また、金先生が講演の中でお話されていたように、本音と建て前は日本特有ではなく、韓

国でもよく使われるということもある。ファッションや食事などの文化の面では違いを感

じることがあっても、一緒に話す分には日本人も韓国人もさほど差はないというように、

このセミナーでの共同生活を通じて感じた。 

 このセミナーの中で、お互いの言語を使って発表し合うということが大きく意味のある

ものだったと考える。韓国の学生が日本語を話すことができるためそれに甘えてしまう部

分が多かったので、韓国語をもっと勉強すべきだったと反省している。また、議論をする

中で通訳が必要になる場面が多かったため、わかりやすい易しい日本語を使って議論を行

うことの必要性を感じた。 
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近づいた日本と韓国との距離 
 

 

 私たちのグループは、日本と韓国が共生していくためには、直接交流の促進が必要であ

ると考えた。国家、自治体、経済など、様々な主体が担う交流が存在しているが、歴史問

題や政治問題によって、その交流が絶たれてしまう事もある。しかし、草の根レベルでの

人対人の交流であれば、外部から交流を遮断されることはなく、個人の努力で深められ、

継続して行うことができると推察した。第１次発表後、どのようにして日本や韓国にいる、

直接交流に無関心な人の交流参加を促すかということについて、具体策を考えた。しかし、

約１週間のセミナー中に行った、日本の観光地である浅草でのインタビューやグループ内

の討論を重ねていく内に、無関心層の参加を促進するには、限界があることを感じた。私

たちのグループの研究テーマは、直接交流だったため、自分たちが日韓セミナー中に実際

に経験してみたことで、交流を促進させるためにはどうしたら良いかという問題の核心に

迫ることができた。交流に関心のある人を増やそうとすることが重要なのではなく、交流

に関心を持っている人が、これから先どのようにして交流を絶やさずに続けていくか、「好

き」という気持ちをどのように深めていくかが課題なのだと思った。そして、交流をして

みた人が体験談を SNS で発信したり、周囲の人たちや将来の自分の子供に話したりするこ

とで、その人たちが感じている日本と韓国との距離感を縮める役割を果たせるのだと考え

た。日韓共生が実現するためには多少時間がかかるが、個人が多いに貢献できるのだと実

感した。金曘泳先生の講演で、日本と韓国の両国には建前の文化が存在することを理解し

たことで、グループ内で建前のない、本音の付き合いをすることができたと思う。日韓セ

ミナーで直接対面する前にバディと LINE で連絡を取り、少し話をしてみたが、どこか心の

距離があったことを感じずにはいられなかった。この原因の一つに、おそらく建前の上で

話していたことがあるのかもしれない。また、第１次発表では韓国語で発表したが、この

経験は非常に意味のあるものだということが理解できた。相手の国の言語を使うことは、

コミュニケーションを円滑に行うためだけでなく、相手がどんな言語を使って今まで生き

てきたのかを知り、心の距離を縮めるためにも必要不可欠であることだとわかった。そし

て、発表前に当たり、バディでお互いに発表内容読んでもらい、録音した音声に基づいて

練習したり、発音のチェックをしてもらったりして、協力しながら韓国語や日本語の発表

技術を向上することができた。実際に経験してみて、世界共通言語である英語の運用技術

を磨くことも大切だが、相手との心の距離を縮めるには相手の言語を学ぶことが最も良い

ことがわかった。第２次発表は日本語で行ったが、もっと準備する時間があれば、韓国語

で発表することもいいかもしれない。韓国の学生に発音などを教えてもらって発表の練習

をすることで、グループ内での絆がより深まると思う。また、韓国の学生たちと出会って

間もない時は、ファッションや美容、入浴の習慣などの文化の違いばかりに気がつくこと

が多かった。しかし、寝食を共にしていくうちに、共通する点が多く見つかっていき、私

たちがどのように違うのかという意識がなくなっていったように感じた。異なる点を見つ

けることは簡単だが、共通点を見つけるためには共に過ごす時間が必要であるとわかった。 

 日韓セミナーを終えて、今まで距離があるように感じた韓国がかなり近く感じるように

なった。そして、ここでの交流を絶やさず、彼女たちとの距離をより近く感じてみたいと

感じた。今回、頼もしい先輩方に支えていただき、非常に充実した実習にすることができ

た。私も成長して、再び日韓セミナーに参加するときには先輩のように振る舞い、セミナ

ーをさらに良くすることができるようになりたいと思う。 
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日韓の直接交流の場がもたらしたものとは 
 

 

 私のグループの研究テーマは、主に「直接交流」についてであった。メディアなどによ

る間接的なアプローチではなく、直接韓国人と交流することでできる日韓共生を考えてい

くというものである。このセミナーに参加すること自体が直接交流であり、実践的に研究

テーマについて考えることができた。この研究の中で印象的だったのが、韓国人観光客へ

のインタビューでのことである。継続的な日韓交流を行う方法を探るべく、再び日本に訪

れたいかを伺った際に、日本に対するイメージがあまり良くなく、もう一度日本に来たい

と思わないと答えた方がいたのだった。その原因は、日本人の友達ができなかったからで

はと推測し、直接交流を促進するには現地の友達の存在が必要であり、そのためには共通

言語があることが非常に重要だということを学んだ。私は、日韓セミナーを通して、韓国

人の友達ができた。それも、今まで知り合ってきた様々な外国人の中で、もっとも仲が良

く、外国人という感覚なしに、心の通じ合う最高の友達といえる。これが実現できたのは、

韓国人側が日本語を話すことができたことが大きく関係しているということだ。日本のこ

とが好きで、日本語を一生懸命学んでくれていたからこそ起こりえた友情であり、私は、

言葉が通じるということの重要性を痛感したのである。今回の日韓セミナーの中で、自分

自身も韓国語が話せたならば、お互いより深いところまで話すことができたに違いない、

と後悔する場面も多々あった。共に理解できる言語がなければ、交流すること自体が難し

くなるわけであり、国際交流というものを世界全体で考えると、世界共通語である英語を

学ぶことがいかに大切かということを知ったのだった。 

 また、今回の韓国人との交流に関して、言語面も文化面も、日本と韓国で似ている点が

非常に多いということも学んだ。もともと言葉も文化も、同じ中国から取り入れられたと

いう歴史が関係していると思うが、日本語と似ている韓国語も多いし、韓国人は日本人と、

価値観や考え方、さらには味覚も似ているとも感じた。特に、日本特有だと思っていた「本

音」と「建前」の使い分けを韓国人も自然にしていた点は、私にとって驚きだった。美意

識の高さなど、カルチャーショックを受ける部分ももちろんあったが、予想していたより

も日韓の共通点が多く、親近感が湧いた。 

 セミナー全般を通して、グループ間の交流がほとんどなかったため、他のグループの韓

国人と話すチャンスが少なかったのが少し残念であった。しかし、むしろ自分のグループ

と一緒にいる時間が長かったため、よりグループ内の仲が深まることにつながったのかも

しれないとも思う。そして、一週間ただディスカッションを通して交流するのではなく、

このセミナーでは、寝食をも共に過ごすというところが、非常に良かったと思う。節々で

文化の相違に気づくこともできたし、何気ない会話から得た新たな発見が多かった。この

ような点で、このセミナーの、ある一定の期間を一緒に生活して過ごすというところに、

大きな意味があったのではないかと思うのだ。 

 正直初めは、韓国に対する関心があまりなく、このセミナーに参加するかどうかも迷っ

たほどだった。しかし、参加したことで、自分の韓国人に対するイメージが一気にプラス

へと転換したのである。参加するという決断をして、本当に良かったと今振り返ってみて

思う。そして、このような日韓の直接交流の場を与えてくださった森山先生に感謝したい。

私は、自分のように、ほんの少しのきっかけがその後に大きな影響を与えるのだというこ

とを本当に実感した。これほどに簡単に考え方は変わるのであれば、今後このような日韓

交流の場、交流するチャンスを増やしていくことで、日韓共生は将来的に実現できると確

信したのだった。 
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直接交流から日韓共生へ 
 

 

 研究、討論、発表を通して学んだことは、３つある。まず１つ目に、観光という短い期

間の中でも、多くの人が、直接交流を望んでいるということである。私たちは、第２次発

表に向けて、浅草にいる韓国人旅行客にインタビューを取った。すると、14 人中 12 人が、

日本人と直接交流を求めていた。とりわけ、サッカーの親善試合に参加するために来日し

ていた小学生は、日本人の友達を作れなかったことをとても悔いていて、「友達を作るため

にまた日本に来たい。」と言っていた。そして２つ目に、直接交流のもたらす影響力は、と

ても大きいということである。私たちは、直接交流の成果を確かめるために、去年の日韓

フォーラムに参加したお茶大生にアンケート調査をした。初め、私たちは、彼女たちは、

もともと韓国人との直接交流に興味を抱いている人が多いために、調査対象者として不適

切なのではないかと感じていた。しかし、５人にアンケートをした結果、意外にも、親の

反対を押し切って行ったという参加者や政治的に悪いイメージがあったという参加者がい

た。そして、この２人は、このフォーラムを通して、見事に韓国に対する感情が大きくプ

ラスへ動いたという成果が挙げられた。また、浅草でのインタビュー調査で出会った、20

回も来日しているという 50 代の韓国人男性の観光客は、日本各地に友達がいることが、何

度も通う理由であると述べた。そして３つ目に、若い世代において、反日・反韓感情を抱

いている人は少ないということである。第１次発表に向けて、新大久保の日本人と韓国人

が互いに一対一で言語を教えあう交流の場で、20 代の韓国人男性に話を聞いた際、「自分の

周りで、反日感情を抱いている人は、少ない。」と述べていた。また、反日感情を抱いてい

る人に対してどう思うかという質問には、「反日感情を抱いている人の多くは、年配の方で

あり、彼らは、もうすぐ死んでしまう。だから、僕たち若い世代が、反日・反韓を抱いて

いないことは、とても大きな意味を持ち、未来は明るい。」と言っていた。確かに、その通

りだと思う。教育の現場やメディアでは、依然として譲らない姿勢があるのが現状である

が、幸いにも、私たち若い世代が直接交流に興味を抱くきっかけは、身近にたくさん転が

っている。 

 文化的学びとしては、大きく２つのことがある。まず１つ目に、日本の「もったいない

精神」がいかに強いかということである。韓国人学生と食事を共にする中で、日本人学生

は全員完食する一方で、韓国人学生は残すことが多く、初めは抵抗を感じた。しかしなが

ら、徐々に「残しても良いんだ。」と私自身、気持ちが楽になっていったのが分かった。そ

して２つ目に、韓国人はお風呂を友達と入ることに抵抗を感じるということである。私が、

「一緒にお風呂でお話ししようね。」と言ったとき、韓国人学生が驚いた顔をした。韓国で

はあまり友達同士の裸を見たくないのだそうだ。それを聞き、きっとお風呂は別々に入る

ことになるのだろうと思っていたのだが、実際は、韓国人学生が、私の隣のシャワーを使

い、一緒に湯船に入り、常に話かけてきてくれた。私の文化に自然と歩み寄ってきてくれ

たことが、とても嬉しく、感激したのを覚えている。 

 セミナーの良い点としては、大きく３つある。１つ目に、韓国人学生の日本語力がとて

も高く、とてもコミュニケーションを取りやすかったことである。２つ目に、班の仕事の

割り振りが、仲を深める契機となったことである。そして３つ目に、自由時間がたくさん

あったことである。 

 たった１週間の経験が、ここまで強い絆に繋がるとは思ってもみなかった。日本語を勉

強し、セミナーに参加してくれた韓国人学生に大いに感謝している。 
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セミナーを通しての多面的な学び 
 

 

 一般的に「女性に優しい国」というイメージが定着している韓国とのセミナーだったの

で、この機会にぜひともジェンダーの問題を取り上げたいと考えた。第一次発表以前のわ

たしの予想では、ジェンダー問題については韓国での方が先進的で解決しつつあるのでは

ないかと考えていた。しかし実際には、韓国でも日本と同じような状況が広がっているこ

とが分かった。我々は「育児休暇」という観点からジェンダー問題について検討したが、

両国で育児休暇を取り難い雰囲気や環境があるということが、最も難しく最も根本的な共

通の課題として挙がった。それにより育児休暇を取得できず、職場から離れてしまう女性

が多い。「職場の雰囲気が育児休暇を取りにくくする」という状況が、日本以外にも存在し

ていることを初めて知り、日本独特の問題だと考えていたわたしは少し驚きもした。しか

し両国において同じような課題が見つかったが、韓国においては育児休暇取得後に同じ職

場に復帰しやすくするための制度がみられる企業があった。これは、わたしたち日本側の

学生だけでは出なかった新たな知識でとても興味深かった。自国のみではないような事例

や発想に触れることができ、出身国が違う人と討論することの面白さを感じることができ

た。 

 今回のセミナーは６泊７日で行われ、今までこれほど長く出身国が違う方と寝食を共に

しながら交流する機会がなかったので、少し不安も抱えながらのスタートだった。しかし

実際の交流では、国や文化の違いを意識せず１人の友達として接することができている自

分に驚き、国を超えた交流に対するハードルが大きく下がると共に、友達ができることで

その国の印象が大きく変わるということも改めて体感できた。生活を共に長く関わるから

こそ見えてくるお互いの文化の違いもあったが、それらも学びや興味として受け入れるこ

とができた。また、言語的学びとして第１次発表を韓国語で行ったことの重要性は、この

セミナーを通してもとても高いのではないかと思う。母国語でもなく、第一外国語でもな

い言語で発表することの難しさは言うまでもなかったが、とても貴重な経験になり今まで

学んだことのなかった言語に挑戦する機会にもなった。また第１次発表時だけでなく、そ

の後の交流への影響もとても大きかったように感じる。交流において、異国の友達が自国

の言語の単語を少し発音してくれるだけでも親近感が湧くことがあるが、今回韓国の友達

と話していても相手の表情からそれをうかがうことができ、より親密度が増したように感

じた。会話でも、「韓国語での言い方」や「日本語での言い方」を聞き合ったりハングルの

読み方を確認してもらったりという内容で話をすることができたことも、第一次発表のた

めにハングルを多少なりとも勉強していたからであったと思う。 

 セミナー全体として、とても多方面における学びの多い７日間になったと思う。発表を

通しての学びだけでなく、グループごとの交流の時間も大変多く設定されていたため、文

化的な学びや言語的学びもあり、様々な観点から韓国学生との交流を図れた。改善点とし

ては、より多く第２次発表の時間を設けてほしいということだ。現地に行ってからの状況

により予定変更となり、以上に短くなってしまったこともあるが、「準備時間」として設定

されていた時間が非常に短く感じた。話し合う内容自体はとても深いものとなり深夜にも

及び、白熱した議論が行われていた瞬間もあったが、最終的には時間も気にしながらのま

とめとなってしまい少し残念にも感じた。来年以降の改善策として、グループでの交流の

時間もとても重要だが、それだけではなく日常ではなかなか機会が設けられないテーマに

対する討論や発表準備の時間を、もう少し多く設けてほしいと思う。 
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セミナーでの学び 
 

 

 私たちのグループはジェンダーを一つの大きなテーマとし、第１次発表では日韓両国の

育児休暇関連制度についてそれぞれ発表した。日本側の現状としては、それら制度の認知

度の低さが大きな問題としてあがっていたが、発表準備の過程において、私自身も初めて

耳にする制度が多く他人事ではないと感じた。社会に出る前に、こうした制度の存在や利

用法を知ることができたこと、また他の学生にも発表を通して知ってもらえたことは意義

のあることだと感じる。また、この発表は半年間学んできた韓国語で行った。一人当たり

たった２分の発表ではあると言え、初めて第二外国語で発表をするという経験を通して、

発音や早く話すことの難しさを感じた。しかしこれらの経験から、その後の韓国の学生と

の交流の中で、簡単な日本語を使う、ゆっくり話すなど、相手により寄り添った会話がで

きたのではないかと思う。韓国の学生と共同で行った第２次発表では、日韓両国の共通の

課題として、制度を利用しにくい職場の雰囲気を挙げ、その根本的解決のため管理職の女

性割合を増やすための施策を考えた。テーマに関する語彙に難しいものが多いこともあり、

最初は議論がどうしても日本人中心になってしまっていたが、このままではいけないと話

し合って、グループをさらに二つに分け、より少人数で議論を行うことにした。そこでは

韓国の学生もより多く意見を出してくれるようになったが、やはり内容はかなり難しいも

のであり、交換留学生に通訳してもらってやっと双方の合意が取れるような状態であった。

ジェンダーを選んだことに関しては、どちらも女子大学ということもあり馴染みのあるテ

ーマでよかったとは思うが、そこからさらに絞り込む際には、相手の語学力に応じて、自

分の考えを話しやすいテーマにするなどの工夫をすることで、よりお互いが納得のいく議

論ができたのではないかと思う。 

 今回のセミナーは、昨冬に開催された日韓フォーラムに続いて、私にとって二回目の日

韓交流だった。セミナーを終えて、前回よりもより充実していたと思えるのは、一人のバ

ディと長い時間一緒に過ごしたことが大きいと思う。前回のフォーラムでは３大学を訪れ

たため一つの大学で交流する時間は短かったが、今回は一週間を通して同じバディ・グル

ープで活動した。日本人同士の交流では１日２日あればある程度打ち解けることができる

とは思うが、言葉や文化の壁がある間柄では、より長い時間が必要であると感じた。時間

はかかっても、よりお互いのことを知ることができ、その後の関係性はより強固で良いも

の、友人と呼ぶのにふさわしい関係となったように感じる。また、寝食をともにしたこと

も重要だったのではないだろうか。フォーラムではホテルでの滞在だったが、今回は同じ

部屋で寝泊まりし、食事の準備や入浴など常に生活をともにした。共同生活の中では、「違

い」を見つけ否定的に捉えてしまいそうになることもあるのだが、その都度それを乗り越

えようと努力し、より広い視野を持ち、相手の文化に理解を示すことができるようになっ

ている自分がいることに気がついた。こうした親密な交流を通して築かれた関係は、これ

からも維持していきたいと強く思えるものとなり、また韓国を訪れたいという気持ちにも

繋がっている。SNS など、遠く離れて暮らしていても相手の近況を知ることのできるツール

がたくさんある。それらをうまく活用しながら、そして時には互いの国を行き来しながら、

このセミナーでできた友人との関係を大切に続けていきたい。 
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初めての日韓交流 
 

 

 今回の日韓セミナーは私にとって初めての日韓交流となった。今まで韓国人とは留学生

や観光客としては関わりがあったが、長期的に交流したことはなかった。一週間という期

間を共に生活をすることで短期的な交流では見えてこなかった韓国の文化を知ることがで

きた。 

 私が一番印象に残ったことは韓国が超学歴社会ということだ。学校が終わるとほとんど

の生徒が塾に行き夜の 11 時まで勉強をするそうだ。高校生までは受験勉強に専念するため

容姿を気にすることはあまりなく、大学生になるとストレスからの開放感などから急激に

痩せる人も多いそうだ。前にお茶の水女子大の韓国人の留学生が「日本の文化祭などで青

春したい」と言っていることを思い出した。おそらく彼女も勉強一色の学生生活を送り、

日本の学校で行われている催し事に憧れを抱いていたのだろう。学歴社会だと受験に失敗

した時の社会的ダメージが大きく、貧困層は社会からの疎外感をより一層感じるのではな

いだろうか。この気づきは韓国の学歴社会と学生の幸福度の関係性について考える機会と

なり、関心を持つきっかけとなった。多くの韓国人学生と交流し、韓国の学歴社会と勉強、

学校生活のあり方についての考えを聞いてみたいと感じた。 

 韓国人学生とのテーマ研究では女性の社会進出に関して討論し、日韓共に同じ課題がみ

られた。女性の育児休暇の所得率や管理職の割合など、いまだ十分な数値とは言えず、両

国ともに女性の働きやすい社会に向けて政策を掲げているものの、成果を挙げられている

とは言い難い。韓国では企業が女性の在宅勤務推進のために社宅や新しい職場を設けるな

どの対策が見られたが大手企業にしかできない対応であり、中小企業にもできる対応では

ない。社会全体の女性活躍には一部の大企業だけでの対策は不十分である。そのためには

政府の対策が必要不可欠であり、具体的な数値目標に向かって成果をあげて欲しいと考え

る。女性の働きやすい環境をつくり、日韓共に東アジア共同体の先導を歩んで欲しいと考

える。 

 セミナー全体で一番印象に残ったことは韓国語での第１次発表だった。私は４月から韓

国語を勉強し始めたため、韓国語での発表に大きな壁を感じていた。最初はカタカナで書

かれた振り仮名を読めばいいだけだと思っていたが、お茶の水女子大の授業内での発表を

聞くと、もっと上手な韓国語で発表したいという感情が出てきた。第１次発表の前日に韓

国人の学生に夜遅くまで自分の韓国語をみてもらったことはとてもいい経験になり、大学

生になって本気になれたことの１つとなった。そして、私が韓国語のアプリをダウンロー

ドして勉強していることを褒めてくれたり、韓国語の質問に丁寧に答えてくれたりする韓

国人学生がとても勉強の支えとなった。セミナー中に新しい言葉を日に日に覚えて使うこ

とが楽しかった。私の韓国語の勉強を支えてくれた班のメンバーにとても感謝したい。 

 このセミナーで、韓国の社会問題や文化について多くのことを知ることができた。その

ほか、日本語を勉強している学生に日本語を教える楽しさや、母国語以外の言語を学ぶ楽

しさも知ることができた。韓国人学生と共に生活を送り共同作業をすることによって信頼

か築き上げられ普段話さないような深い話まですることができた。このセミナーで終わり

ではなく、韓国に行く時、日本に来る時に再び会う関係でありたいと思う。 
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日韓セミナーを終えて 
 

 

 今回のセミナーで、私たちのグループは「女性の社会進出」について研究、討論、発表

を行った。このテーマが日本と韓国で共通の課題であることを、私はこのセミナーに参加

するまで知らなかった。女性問題のみならず、韓国が抱えている問題についてほとんど何

も知らない状態であったということにすら気が付かないほどだった。テレビや新聞で毎日

のように日韓関係についての報道があっても、実際にどんな国なのか、どんな文化がある

のか、国内で起きている問題は何なのか、日本に対する印象はどうなのか、何も知らずに

いたということに気づけただけでも、このセミナーに参加した意義があったと思う。そし

て、自分たちのグループが取り上げたテーマについてはもちろん、他のグループの発表に

よって日本と韓国とがどうして良好な関係を築けていないのかを部分的にでも知ることが

出来た。その中で複数のテーマに於いて問題となっていたのが歴史問題についてである。

具体的に双方の歴史認識について教科書を例に取り上げたグループがあったが、そのグル

ープだけでなく、文化交流をテーマにしていたグループでも同様の問題が挙げられていた。

たいていの日本人が思っているよりも、韓国人にとっての歴史問題というのは重要なもの

であるのだと強く感じ、同時に日本でもっと真剣に現在の問題として取り上げられるべき

であると感じた。日本では「原爆を落とされた、敗戦国である」ことが被害者意識に繋が

り、自国が侵略者であり加害者であったことにあまり意識を向けていないように思う。片

方にとって進行中の問題について過去のものとして真摯に向き合わない態度のままでは、

どうやっても根本的な共生、良好な関係性の構築は不可能だろう。韓国の学生から直接意

見を聞くことによって日本側からの視点以外の視点を持つことが出来たことはセミナーの

大きな収穫の一つであった。 

 「女性の社会進出」について、第１次発表では特に育児休暇について、第２次発表では

女性管理職を増やすためにどうしたらよいか、育児と両立して女性がキャリアアップして

いくための働き方について考えた。討論の中で私が一番印象に残っているのは韓国の学生

から出た、「女性のための政策を実施しようとしても、男性からの「逆差別である」という

反対意見によって十分に実現されない」という現状だった。組織の上層部に女性が少ない

ことで女性支援策が実を結ばないという事実と同時に、朴大統領が就任してから女性政策

が減速したという事実があることも興味深いことだ。国の代表が女性であってもかならず

しも女性政策が加速するわけではないのはどうしてだろうか。私たちは管理職に女性が増

えれば、女性の意見も通りやすくなり、女性の就労環境を改善する施策が行われやすくな

るのではないかと考え発表したが、国のトップが女性である韓国の状況から、単純に数が

増えること、高い地位に女性が就くことだけが女性問題改善だとはいえない。この点につ

いてセミナー内ではあまり掘り下げることが出来なかったのが残念である。 

 ７日間の交流で、「韓国では」「日本では」という話題が多く会話に上った。確かに異な

ることはいくつもあり、国が違うと文化や考え方が違うのだと感じたが、日本でも韓国で

も変わらないこともたくさんあった。固定観念で「韓国人はこう思うだろう」、もっといえ

ば「外国人はこう思うはずだ」と思い込んで接していた部分があったのだと、交流をして

いくうちに気づいた。国や言語、文化が違うということはとても大きなことに思え、実際

に大きな壁ともなるが、そんなことは関係なく繋がりを持つことは可能だということを、

韓国人学生たちと交流して学ぶことが出来た。 
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日韓関係の成長、私の成長 
 

 

 私は５班で、女性の社会進出を促進する日韓の制度を調べ、今後、両国が進むべき道に

ついて討論を行った。調査を通じて、日韓は世界的な経済規模でありながらも、深刻な性

差別問題を抱えていることが分かった。最初に私は、男女平等指数が高い北欧の政策を調

べた。しかし、福祉国家の北欧と韓国の文化や国民の情緒は全然違い、彼らの政策をすぐ

韓国に導入するのは難しいと思った。韓国の性差別の背後には儒教の影響で形成された家

父長制と、長い間東アジアを支配してきた男性中心的文化がある。そして、このような文

化的背景は日本も共有している。このように日韓は同じ文化圏であり、同じ問題を共有し

ているため、お互いの成功事例は受け入れ、失敗事例はともに反省し、より現実的で良い

代案を出すことができた。現在韓国と日本の間には政治的、歴史的認識の「違い」による

争いが絶えない。しかし、日韓が共有する「同じ」文化に着目するなら、一緒に抱えてい

る問題をより効率的に解決できることが分かった。今回のセミナーではどのようにジェン

ダーステレオタイプを越え、女性の社会進出を促進していくかについて、文化的に近い両

国の動きを比較し、共に考えながら、今後日韓が進むべき道を模索することができた。 

 また私はセミナーの準備期間、日本人の友達が韓国語の原稿を読めるようになるため、

発音の練習を手伝った。ところが、発音の練習中に、日本人の友達から「どうしてこのハ

ングルはこう発音するのですか」（パッチムのため発音が変わったところだった）という質

問を受けた。私はうまく説明できなかった。韓国人である私は昔から発音の変化に慣れて

いたためだ。日常的には、どのような文法法則によって発音が変化するのか考えた上でハ

ングルを読むことはしない。私には当然な韓国の言語と文化が外国人には当然ではないと

いうことを改めて感じた。一方で、歴史・政治的認識も同じだと思った。昔、歴史と政治

をテーマに調査を行ったが、韓国人である私には当然な考え方が彼らとは対立し、腹が立

った時があった。しかし、このような認識の差も違う国家の違う環境で育ってきたため、

自然と発生するのだ。従って、感情的に対応するよりは対話を通じて認識の差を狭めてい

く態度が必要だろう。この「発音」事件を通じて、良い交流のためには相手の立場で私の

国の言語と文化を考え直し、積極的に説明しなければならないと思った。 

 最後に、今回のセミナーは、日本語を学ぶ学習者として言語の勉強における大きなモチ

ベーションになった。私は今回の交流では日本側に所属していた。それで日本側と韓国側

の討論がスムーズに進められるように通・翻訳をするなどの「橋」の役割を果たそうとし

た。両国で長い期間準備してきた資料を伝えながら、両国の学生が交流をし、良い政策を

模索することに私が役立っている気がして嬉しかった。事実、韓国の大学では言語及び人

文系の学科の人気があまり高くない。ほかの学科に比べて就職が難しいということがその

理由だ。私も一時、「外国語がうまい人はいっぱいいるから、私はいくら学んでも無駄だ」

と外国語の勉強に悲観的な考えをしたことがある。しかし、セミナーで日本語を使って通・

翻訳をしながら交流に役に立つ経験をすることで、外国語学習が意味のあることだと気づ

いた。また、両国の学生と日韓共通の問題の解決策を探しながら、外国語の学習が交流の

扉を開き、有用性を生み出せることにも気づくことができた。 
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日韓セミナーをとおして 
 

 

 私は今回のセミナーには学生委員として参加したため、テーマ研究は行わなかった。そ

のため印象に残った２班の発表について考えたことを書きたいと思う。２班は「日韓の未

来と歴史教育」というテーマのもと第１次発表ではアンケート調査によって日韓の歴史認

識の違いをまとめていた。ここで話題に上った安重根について、韓国の人気アイドルが安

重根の顔を見ても誰か分からなかったために、ひどくバッシングを受け韓国の広報大使か

ら除外されたということを聞いた。韓国の人から彼はどれだけ英雄として考えられている

のかということが簡単に想像できた。日本だったら、ただのおバカ扱いされるだけだと思

ったからだ。第２次発表では日韓の歴史教科書の記述内容の比較をしていた。加害国―被

害国の関係で違いが出るのは当然のことである。私たちは教科書をうのみにせず隣国との

政治・歴史関係に興味をもつことが大事だと感じた。無関心な人がネットの意見に影響を

受けやすいのだと思う。複数の班の発表の中で、日本に対する印象で日本政府は嫌いだけ

国民は好きだ、政府と国民は違うというコメントが何度か出ていて必ずしも反日は私たち

個人に向けられるものではないということで、彼らは冷静に日韓関係を捉えているなと感

じた。日本側の韓国に対する印象ではこのようなコメントはでるのか興味をもった。 

 私は昨年冬の日韓国際学生フォーラムに参加した。韓国人学生との交流はそれが初めて

の体験であり、私は悔いが残ることがあった。そして、今回は積極的に交流しようと試み

た。前回の交流との大きな違いは寝食を共に一週間過ごしたことだ。実際、このことによ

って一緒にいるときは猫かぶりするということもなく、素の状態で付き合うことができた

ため私達の仲はより親密になることができた。実行委員には日本語学科でない人もいたが、

どの人も日本の文化や日本が好きで、会話をしていてとても楽しかった。前回は、交流に

おいて言語の壁を感じてしまったが、今回の交流ではもっと韓国語が話せたらと思うこと

はあっても、ときにアプリを使いながら会話を楽しむことができた。相手がこれ日本語で

なんと言うのと聞いて来たら、反対に私も韓国語ではなんと言うのと聞き返し言語の教え

あいをすることができた。バディとはいろいろな話をしたが、日本の友達同士ではしない

話題がとても新鮮に感じた。宗教の話や軍隊の話、一緒に生活することで見えてくる文化

の違いについてなど話題が尽きることはなかった。 

 今回私は学生委員という立場で、事前のテレビ会議での進行やセミナーの日程の打ち合

わせといった、ただセミナーに参加するだけではできない貴重な経験をすることができた。

学生の意見がとおりやすく、学生主体でセミナーをつくっていくのが良かったと思う。し

かし、学生委員としての仕事がスケジュール作りや担当のグループと情報共有など事前の

仕事が多かったため、セミナー中に自分たちがやることが少なく手ごたえを感じることが

できなかった。実行委員という制度はとてもいいと思うが、ほかの人と同じく発表を課す

べきだと思う。実際、パンフレットづくりや食事配膳などは各グループの仕事であるのだ

から、あまり負担ではないはずである。また、議論が白熱するあまり自分の言いたいこと

が多すぎて長々と自国の言語で話して、森山先生や金先生の通訳を介さないとディスカッ

ションが成り立たないことがあった。日本側が韓国語発表をするとはいえ、セミナー中の

言語の割合はほとんどが日本語である。母国語ではない言葉で意思疎通をしようとしてく

れている彼女らに対してもう少し配慮し、易しい言葉のチョイスをすることが大切だと思

う。 
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第 11 回日韓セミナーを通じて 

〜直接交流からの学び〜 
 

 

 私は実行委員だったので、グループディスカッションやテーマに沿った研究はしなかっ

たが、他の班の発表を聞いて考えたことについて述べたい。私は去年もこのセミナーに参

加して日韓共通の問題である女性の社会進出について研究したため、今年も同じ内容につ

いて研究していた５班の発表に興味がわいた。日本も韓国も、ジェンダー平等は法的にも

国民の意識においても遅れている。また制度を整えても、それを執行する側の意識やその

制度が適切に使用されているかを監督する制度もまだ十分ではない。女性も男性も「家事、

育児は女性がするもの」という意識をいまだに強く持っているのかもしれない。５班の第

２次発表の際の質問でもあったように、育児と仕事の両立というと女性ばかりがフォーカ

スされ、男性へのアプローチが少なかったり、男性に目が向けられていなかったりする。

男性という視点からジェンダー平等について考える必要があるのではないかと感じた。 

 交流を通じて感じたことは、言語的な面では日本人がもっと韓国の学生に「伝えよう」

という意識を持つべきだったということだ。私自身、韓国の学生が日本語を話すことがで

きるという状況に甘え、相手の立場にたって伝えるという姿勢が十分ではなかった。通訳

を必要としないわかりやすい日本語で話すことや、誤解を招かないように伝えるというこ

との難しさを感じた。また文化的な面では、韓国の学生は非常に明るく、自分の意見を相

手にはっきり主張するということに驚いた。野外実習の時など、皆それぞれが「私はここ

に行きたい、これがしたい」と自分のやりたいことを伝えてくれた。日本人の場合だと「私

は何でもいいよ、皆が行きたいところでいいよ」と周りについつい合わせてしまうが、韓

国の学生は自分の意見を伝えてくれるので、それが実行できた時は「本当に喜んでくれて

いるのだな」と案内する方の私たち日本人も嬉しくなった。 

 情報が溢れる現代、何が正しくて何が間違っているかという判断は難しい。さらに歴史

問題など、教科書に書かれていることが必ずしも正しいとは限らない。そのような状況で

も、寝食を共にして直接交流することでステレオタイプや偏見を打ち壊すことができると

学んだ。自分の物差しで相手を決めつけていた思考の枠組みを交流によって少しずつ広げ

ていくことが重要だ。草の根的な活動ではあるが、そういった小さな出会いや発見を積み

重ねることが共生への第一歩になると感じた。 

 今回のセミナーでは、学生実行委員という役職があったために学生主体のセミナーにな

った点が良かったと思う。学生実行委員をやってみて、事前準備の際の韓国側と日本側の

意見をすり合わせることが難しいと感じた。言語的な壁も物理的な距離もあるので、スケ

ジュールの調整やコミュニケーションをとるのが大変だった。意見がすれ違っていること

にそもそも気づかなかったり、伝えたいことが伝わらなかったりするなど、全体の進行を

調整することは難しかったが、非常に貴重な経験になったと思う。 

 改善点としては、実行委員もグループの研究や発表に携わることができたらさらに良か

ったと思う。セミナーでは、ディスカッションをすることで日韓の意見の相違や、コミュ

ニケーションの難しさを経験すると思うが、そうすることでより交流の質を高めることが

できる。参加者全員が研究やディスカッションを行うとより充実したセミナーになったの

ではないかと思う。 
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「共に生きる」を目指して 
 

 

 「共に生きる」という言葉をテーマに開催された今回のセミナーは、日韓のより良い未

来のために、お茶の水女子大学、同徳女子大学校の学生が深い交流をし、そして積極的に

意見を出し合った最高のセミナーとなった。私は、昨年実施された第 10 回のセミナー、日

韓フォーラムに続き３度目の韓国の学生との交流となり、今回のセミナーでは実行委員を

務めた。私自身は発表をしていないため、各班の発表やグループのメンバーとの交流を通

して感じたことを踏まえて、本稿を記したい。 

 各班の発表では３班と４班の最終発表が印象に残っている。３班の発表の中で、日本の

アニメ作品である「風立ちぬ」のことが言及されていた。韓国にもジブリ映画のファンは

多いが、本作が制作された際はその多くのファンが失望したという。日本において本作は

感動作としてとらえられていたが、他国においては違った見方をされたいたこと自体を知

らなかった自分を恥じた。森山先生が「日本人が歴史に対して無頓着であるから、文化面

においても歴史認識に関して韓国側が言及せざるを得ないという面があることを理解しな

ければならない」ということを話していたが、この点を理解することは日韓が手を取り合

って共生するためには重要なことであると感じた。表現の自由の観点から、難しい面もあ

るだろうが、「この表現をすると他国の人々はどう考えるか」という視点を持つことは、共

生のためには大切なことであることに気付かされた。４班の発表では、日韓の交流促進の

ために必要なことが言及されていたが、その中でも「友達を作ることが大事」という言葉

は、まさにその通りだと感じる。私自身、なぜまた「韓国を訪れたい」と思うのか考えて

みると、やはり「韓国にいる友達に会いたい」からなのである。これまで韓国以外の国に

も訪れたことはあるが、その国では観光だけをして、友達ができた訳でもなく、正直１回

行って満足してしまった面は否めない。日本と韓国は、すぐ行き来できる国なのであるか

ら、「また来たい」と思ってもらえるような「友達を作る」取り組みは、共生のための重要

な手段であると感じた。 

 グループでの交流を通しては、結婚観や子育てに関する話題が印象に残っているため、

ここで記したいと思う。グループのメンバーである同徳女子大学校の学生は、韓国では「結

婚したくない」と考える若者が増えていると話していた。それは、子育ての金銭的負担が

重いという点と韓国における詰め込み教育を自分の子どもにさせたくないという考えから

だという。日本では、「結婚はしたいけれど、できない（相手がいない）」という面が強い

ため、近年は結婚を促進するためのマッチングイベントなども話題となっており、この日

韓の違いは興味深かった。また、その同徳女子大学校の学生は、韓国における徴兵制が、

ジェンダー観に影響を及ぼしているということも話していた。（簡単にいえば、「男は軍隊

に行く点、女より偉い」という考え。）日本の女性も韓国の女性も「働き続けたい」と考え

る者が増えている点は共通であるが、そこで生じるジェンダーの問題に影響を与える事象

は、日韓で違う面も共通している面もあり、機会があれば文献等で調べてみたいと感じた。 

 セミナーに関しては、宿泊施設に関しては、学生からも苦情が多かったため、今後日本

でセミナーが開催される場合は、新たな宿泊施設の検討を願う。また今回初めて設けた実

行委員は学生主体のセミナーという色を濃くし、また日韓双方の学生に対し情報を円滑に

伝達できるという点においても今後も設けることを望むが、一方で実行委員の仕事として

はセミナー前が中心的であるため、次回以降は実行委員も発表に参加するのも良いのでは

ないかと考える。最後に、今後も多くの学生が日韓セミナーに参加することを通し、かけ

がいのない経験をして欲しいと強く願う。 
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私の初めての日本 
 

 

 初めて日本へ行くことになったのでわくわくしていたが、同時に怖くも感じた。 

実際に日本に到着して、私が感じた日本というものは韓国と似ているところもあったが、

異なっているところも多かった。交通費が思ったより高くて驚いた。 

 建物のデザイン、構造で韓国とは違う雰囲気が感じられた。 

 アニメで見た道や地下鉄が実際にあった。 

 いざ他国を旅行して回ることを考えたら、なぜか怖くて一人旅はまた次の機会にしよう

と思った。今度は日本各地を自分で探検してみようという決意もした。 

 「日本の遺跡を訪ねて、公園などもぜひ行ってみなきゃ!」 

 セミナーの準備をしながら、日本のいろんな所に行った。 

 日本の大きな神社の明治神宮、人が多い原宿、コリアタウンである新大久保、天然の温

泉がわいてくる草津、江戸の姿を現在まで残してある恵子の町である川越、全部印象深か

った。 

 10 日間という期間は、日本の全部の姿を知るには短すぎる時間だったが、日本に対し、

様々な興味が湧いて、関心を持つには十分な時間だった。 

 旅行にはおいしい食べ物や特産品、その土地の歴史を知ることが欠かせない。 

 納豆と天ぷら、そして醤油に漬けた、甘く塩辛い食べ物はすぐに適応できた。のりは本

当に美味しかった。 

 セミナーで浴衣についてどういうものなのかを知り、実際に着付けを体験してみる時間

はとても有益だった。日本の文化と言語もバディたちと一緒に時間を過ごすことで、自然

に学ぶことができた。大学生という同じくらいの年のバディとおしゃべりをすることがで

きて、おもしろさが増した。（新しく知った単語「ヤバイ」、飲み会ゲームの風船ゲームな

ど） 

 私の場合、日本語があまり上手ではなかっため、私とバディの間で時々コミュニケーシ

ョンの壁が生まれてしまったが、私のバディである恵子はかなり上手に私の話すことを聞

き取ってくれて、ありがたかった。 

 最後に日韓問題について話すと、お互いの良い部分と誤った部分は尊重して認めなけれ

ばならない。そのためには、先に自国の歴史をちゃんと知って、両国の文化を理解する努

力が必要だ。今もまだ韓国人と日本人は偏見と誤解を持っている。 

 新大久保と東部二村洞で韓国人と日本人同士の交流があまりなかったという調査結果が、

これを裏付けている。歴史を歪曲してはならず、それを誇りに思って、恥ずかしい歴史を

すべてそのまま受け入れてこそ、今後の韓日交流を友好的に進めることができると思う。 

 あえて一つ望むことがあるとしたら、セミナーの期間中にお茶の水女子大学の寮などで

生活してみたかった。 

 今回のセミナーはとても忙しかったが、楽しかったし良かったと言いたい。 
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個人レポートの題目 
 

 

 ８月２日から始まって約１週間行われた日韓セミナーは無事に終わった。９泊 10 日間日

本で過ごしながら、想像していたよりも多くのことを学んだ。私たち１班は、第１次発表

では新大久保と東部二村洞を中心にして「街の中で韓国人と日本人はうまく共生している

か」を発表し、第２次発表ではこれについてさらに話し合い、最終的に「理想の共生のか

たち」を発表した。私は東部二村洞に居住する日本人にインタビューをして、気になった

ことがあった。それは日本人と韓国人の間にトラブルがないということだった。交番によ

ると、東部二村洞に住んでいる住民は上流層が多く、日本人はトラブルを起こすのが好き

ではないからだと聞いたが、新大久保も果たしてそうだろうかという疑問があった。そし

て、８月４日に新大久保で、バディ同士でより詳しいインタビュー調査を行い分かったこ

とがあった。新大久保に長い間住んでいる韓国人は、日本文化に慣れたため、トラブルや

生活の問題は起きにくいが、日本に来たばかりの外国人は、言語や文化適応などの問題が

あるということだった。それが分かり、私たちは日本に来たばかりの外国人が経験してい

る問題を中心にして解決策を考えるべきだと考えることにした。そこで、私たちはその問

題を、言語の壁、コミュニティーの欠如、外国人を避けようとする態度の３つにまとめた。

そして、最終的に私たちが考える理想的な共生の姿にたどり着いた。セミナーで学んだこ

とはこれだけではなく、言語的な面もあった。私は第２次発表と１班の出し物の司会を担

当したが、これは私の日本語の実力をチェックする機会になっただけでなく、日本語で喋

る際の恐怖心をなくすものになった。このような学習の面でも習ったことが多く本当に良

かったが、私にとってより大事なものは、日本人の友達と一緒に過ごせた時間だ。私たち

には言語の壁があり辞書を引いて意味を伝えあった。また、生活の中には日本と韓国の文

化的・慣習的な違いが多く、それを発見していくのも楽しかった。夜遅くまで歴史の問題

について話し合った日もあるし、日本の童謡と韓国の童謡をかわるがわる歌ったり、日本

のゲームと韓国のゲームを互いに教えながら一緒にゲームをしたりして過ごした日もあっ

た。その時知った日本のゲームを韓国の友達にも教えたいと思う。また、私たちは日本人

には韓国の名前を、韓国人には日本の名前を付けた。漢字の意味とその人のイメージに合

わせて付けた名前だからさらに特別な感じがした。まだ日本の文化を全部理解するのは難

しいが、私たちがこれほど楽しい時間を過ごすのができるのだから、きっといつか韓国と

日本が友好的な関係を築けると感じた。はじめて日本へ行った私に、日本人の友人が親切

にいろんなものを紹介してくれて、いろんな所へ案内してくれて本当にありがたいと思っ

た。私も今後、日本の学生たちが韓国に来た時には、きっとうまく韓国を紹介して、楽し

い時間にしてあげたい。あっという間だったセミナーを通して学んだことも感じたことも

たくさんあったが、１つ物足りない点は、発表や質疑応答の時間に韓国の学生たちは消極

的だったということだ。これはおそらく、言語の問題だと思う。私も話したいことが多か

ったが、日本語で話すのには少し自信がなく、話したいことを全部伝えることはできなか

った。これが解決されたらもっと活発な議論ができるかもしれない。 

 私が今回のセミナーに参加しようと決めたのは、私にこのような機会はあまりないと思

ったからだ。日本の大学生の前で日本語で発表したこと、そして一緒に日韓問題について

議論したこと、６泊７日間日本の学生たちと合宿して友達になったこと。これらはただの

旅行では経験できないことだった。特に、お互いの国について話し合うこと、そして、文

化的な違いを実際に経験しながら学ぶことはとても新鮮でかけがえのない経験になった。 
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異文化を理解するということ 
 

 

 10 日間の長いようで短いセミナーが終わった。私にとっては、国際交流はもちろん、海

外でのセミナーは初めての経験だったので、新鮮で、楽しくそして、色々と勉強になる時

間だった。 

 日本についた後の二日目、私たちは他の班よりも先に日本側の皆に会った。お互いのこ

とを紹介し、挨拶をする時間を持った。日本側の皆とは会ったばかりとは思えないほど、

すぐに仲良くなり、皆私たちに親切にしてくれた。特に自由時間に浅草や明治神宮などの

名所に連れていってくれたお陰で、韓国から来た私たちは日本の伝統的な文化を存分に味

わうことができた。とても実りの多い時間を過ごすことができた。 

 セミナーの三日目と六日目には、日本側と韓国側が準備した第１次、第２次発表をした。

第１次発表のために、私たちは韓国最大のジャパニーズタウンを調査した。調査する前に

は韓国に日本人の街があるということを知らなかったが、調査を経て、ジャパニーズタウ

ンは仕事で韓国に派遣される人々によって生まれたのだということがわかった。ほとんど

の人が短期間しか韓国にいないというのが実情だったが、彼らは自分の子供が韓国文化に

適応出来るようにするため、日々の生活の中で子供に韓国の文化を教えていた。 

 そして、第２次発表の準備のため、私たちはコリアンタウンの新大久保へ赴いた。驚い

たのは、コリアンタウンに住んでいる韓国人のほとんどが飲食店経営などの商業目的で暮

らしており、韓国のジャパニーズタウンとは性格が違うということだった。また、韓国に

比べて文化の違いによるトラブル、つまり騒音やごみの問題などが多いということがわか

った。二つの発表を終えて、異なる文化的背景を持つ人々が共生できる理想的な町を作る

には、お互いに対する理解と、学びあうことが必要だと知ることができた。 

 日本の皆といる時間が増えるほど、私は、自分の日本語に間違いが沢山あるということ

がわかった。例えば、「いる」と「ある」の使い分けや語尾の使い方などが私にとって最も

苦手な分野だということを確かめることができた。また、私は自分が日本人や日本文化に

対しどれだけ固定観念を持っていたのかを強く自覚した。「日本人は固い」、「心を開かない」

など、私が持っていたステレオタイプなイメージは日本の友達に出会った後、きれいに消

えてしまった。自分が気づいていない内に、私は自ら異文化に対し、壁を作っていた。そ

して、その国の人に対する理解やその国の人々との直接の交流こそ、その壁を壊す手段な

のだと気づいた。 

 セミナーに参加する前、私は漠然と他の国の人と話したい、そして他文化を知りたいと

いう気持ちを持っていた。そして実際日本に行き、セミナーを通して私が得たのは異文化

の経験、そして他の国の人との交流も勿論あるが、異文化をどのように理解すればいいの

か、そして他の国の人とどのように接していけばいいのかを学ぶこともできた。特にこの

セミナーは同年代の大学生が集まり、日韓両国の大学生の考えや進路を知ることができ、

さらに親密な関係を築くことができた点でよかったと思う。私はこのセミナーを通じて、

グローバルな社会を生き抜くにふさわしい人はどうあるべきか、さらにそういう人になる

ためにはどんな努力が必要なのかを思い知り、またとない貴重な経験をしたと思う。 
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セミナーを通じた学び 
 

 

 これまで私が知っていた日本人は本で読み、学校で授業時間に習った内容が全部でした。

日本人とこのように長い時間を共にしたことが初めてであったため毎日、いろいろな活動

をして驚いたことが多かったです。今回のセミナーを通じて私が日本に対して持っていた

偏見などを変化させることができる機会になりました。日本は韓国と似ている点が多いだ

ろうと思ったが、地理的、文化的、歴史的な違いのために思ったより多くの点が違いまし

た。そして日本の中でもいくつかの地域から来た友達が多く、その地域によってそれに個

人的な成長背景によっても性格が全く異なるため、「日本人は～する」と断定するのがとて

も危険だと考えるようになりました。 

 私は韓服と着物を説明する役割を担うことになりましたが、発表の前日、お互いに準備

してきた翻訳本を添削してくれたり、どのように進行するかについて、リハーサルをやっ

てみて、言葉だけでなく文化的にも多くのことを学ぶことができました。韓服と着物をい

つ着るのかどれくらい頻繁に着るのか来て基本的な歴史を説明したりもし、未明まで継続

される準備にも難しいという考え方より面白くて興味深いという考えをしました。また、

基本的に今回の交流で会った友人たちは韓国と国際交流に関心がある友達だっために韓国

にいってみたことがあるか、韓国語を習いたがっているお友達が多くて早く親しくなるこ

とができました。日本語が不足した私の話を、すまない位、よく聞いて日本語を勉強しな

がらよく理解できない部分を私が理解できるまで詳しく説明してくれる姿を見て、とても

ありがとうございました。言語が完璧でなくても、相手の心を感じることができるという

ことを悟るようになりました。うちの組は、東部二村洞と新大久保で韓国人と日本人の生

活や韓国人と日本人の共生について発表しました。韓国で東部二村洞について調査する時

は韓国で日本人が最も多く暮らしているところである東部二村洞、日本のコリアタウンで

最も有名な新大久保は同じだろうと思いました。しかし、新大久保の調査を終えた後、二

つの町がとても違うということを知りました。第２次発表する時には新大久保を調査に行

って新大久保に住む韓国人たちと不動産などを訪ねてインタビューをして、韓国へ交換学

生に行った日本人の意見を参考にしました。発表準備をしながら日本に住んでる人の不便

な点や韓国に住んでいる日本人の不便な点を見ながら、それぞれ国が直さなければいけな

い点を悟るようになりました。新大久保の調査後、日本人であるため、当たり前だったこ

とが外国人には難しく、不便な点などを分かるようになりました。私たちはこうした様々

な問題を解決するいくつかの方法と、すでに存在しているが、人々がよく分からないでい

るプログラムを探してみるなど日韓の共生に向けて、私たちが志向しなければならない方

向について考えてみました。 

 セミナーを演じながら驚いた点は全体的な構成が本当によく組まれているということで

した。数回のセミナーを通じて補完が多くなっただろうと思います。セミナーだけでなく、

お互いに仲良くなれますようにゲームをしたり、韓服と着物を着てみたり、送別会の準備

をしながらさらに身近になってお互いの文化を交流することが可能だった経験をできて良

かったです。また、スケジュールが適切に分配されていてたくさん大変ではありませんで

した。今回のセミナーを通じて私は大事な友達と付き合うことができ、日韓がどう進むべ

きか具体的に考えて見られるようになりました。また、日本人に対する偏見をなくすこと

ができる、日本の文化を学べるチャンスになりました。 
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大事な経験 
 

 

 私は２班のメンバーとして参加しました。２班のテーマは歴史で、韓日両国と関連した

歴史を調査しました。そのような調査をする中で最も良かったのは、韓国人である私でさ

えもあまり知らなかった、詳しい内容を知ることができた点です。特に第１次の発表準備

の際、安重根義士に対して多くの調査をしました。その時私は、歴史と安重根義士に対し

て知っていることがあまり多くなかったのだと感じました。また、日本側の発表を聞きな

がら、日本人たちが両国の歴史についてどう思っているのか知れたことも良かったです。 

 第２次発表の準備の時は、両国の教科書を比較して見ることができてよかったです。特

に、韓国では見ることができなかった日本の中高校教科書を見ることができて嬉しかった

です。 

 一週間の交流は本当に短い期間でしたが、それでも、言語的学びが最も大きな学びにな

りました。実際に私が日本に滞在をしたり日本人たちと交流をすると、どの程度のレベル

で言語疎通ができるのかという自分に対する評価を下すことができます。また、授業時間

に使用する日本語ではなく、日常的な対話をしながら日本語を勉強することに対する関心

もより高くなりました。日本側の学生たちがやさしい日本語で言ってくれた時は確かに聞

き取れましたが、日本人同士の会話などは依然として聞き取れないことが多くて、まだ日

本語力が大いに不足していることも実感しました。 

 また、交流をする前は、日本は韓国と似ているが違う点も多いと聞いていましたが、実

際は何がどう違うか全然分かっていませんでした。しかし交流をする中で、文化的に違う

というのはどういうことなのかに気付くことができました。もっと知りたいことも生まれ

ました。例えば、日本人が「大丈夫」と言った場合、日本人たちは本当に大丈夫なのか、

それとも大丈夫だと言っているだけなのか、ということが気になります。これからももっ

と交流をして、研究してみたいと思いました。 

 セミナーを通じて、漠然としていますが、日本と日本語をもっと深く理解するための糸

口を見つけられたような気がします。確かにセミナーは、団体生活の厳しさや外国語によ

って正確な意思疎通ができないこと、慣れない場所での生活など難しい点も多く、さらに

暑さもあり、大変でした。しかし日本の友達と別れる時は、涙が流れるほど、とても残念

でした。特に、帰国して気を取り直して、日常へもどっていった時、セミナーの経験が日

本語と日本を勉強することについて役立っただけでなく、私の人生全体にプラスになるほ

ど大切な経験だということに気付きました。また日本の友達に会いたいです。 

 韓国人同士が最後の２泊３日ほど滞在したユースホステルは本当に良かったですが、日

本の友達たちと過ごした宿舎はとても残念でした。もっときれいで便利な宿舎があったな

ら、120％幸せなセミナーだったと思います。 
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ユンギョンの特別な夏休み 
 

 

 私は日本人の友達と交流がしたくて、第 11 回韓日大学生国際セミナーに参加した。４月

からテレビ会議で、日本人の友達と交流を始めた。私たちのグループのテーマは、「歴史」

であった。最初は歴史についてどのように発表をすればよいのか心配だった。私たちのグ

ループは「韓日両国の歴史認識と問題」を第１次発表のテーマに決めた。今回のセミナー

の発表準備をしながら、今後発表をするときに十分な時間を準備しなければならないと感

じた。私たちのグループは、簡単に日本のイメージや歴史認識を調べるため、周囲の人た

ちにアンケート調査を行った。若い世代は、グローバル時代であるだけに、東アジアの平

和のために関係が改善されることを望んでいることがわかった。今回のセミナーがなかっ

たら考えもしなかったようなテーマをメンバーたちと話しながら、韓国と日本の関係につ

いて関心を持つようになった。また、安重根義士の伊藤博文初代統監狙撃事件についても

発表をした。発表の準備をしながら、自分の歴史に対する知識の無さを感じた。第２次発

表は、日本人の友達と一緒に準備した。大きなテーマは、両国の教科書比較であった。実

際に、私たちが中学・高校時代に学んだ教科書を比較してみると、両国の間で歴史を異な

った見方で認識していることを感じた。日本人の友達は優しくて、たくさん気遣ってくれ

た。私の日本語はあまり上手ではなかったのに、翻訳機で意味を教えてくれて理解するこ

とができた。この機会を通じて、日本語をもっと上手になりたいと思うようになった。次

に日本人の友達が韓国に遊びに来たらぜひ日本語でガイドをしてあげたい。文化の違いは

お風呂に入るときに感じた。韓国ではお風呂に入るとき歯磨きと洗顔もその場で済ませて

しまうが、日本のお風呂は本当に入浴だけで歯磨きと洗顔は外にある洗面台ですることを

知った。そして日本人の友達は私たちよりも体力があるようだ。日本人の友達が朝７時に

なるとちゃんと起きて顔を洗い朝ごはんを食べる姿を見ながら、その真面目さを感じ、怠

けがちな自分の姿を反省した。一週間一緒に生活したことで、相違点と同時に共通点も感

じた。私たちは皆、食べることが好きということだ。10 日間、導いてくださった２人の先

生方にも感謝の意を表したい。森山先生は性格も韓国人のようなところがある。短い時間

だったが、多くのことを感じ学ぶことができた。このような素晴らしい機会を設けてくだ

さった全ての方々に感謝の気持ちでいっぱいである。 
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国家を越えて 
 

 

テーマについて研究・討論・発表した内容から学んだこと 

 我らの２班（歴史組）の１次の発表は「両国国民が持っているお互いに対するイメージ

調査」と「安重根」という人物を調査して発表し、日本側と共に発表した第２次の発表で

は、両国が抱える問題を乗り越えて共生する方法を探しました。以前から問題とされてい

た「歴史教科書」をもとに、韓日両国が実際に使用する歴史教科書を比較して分析し、今

後、両国が進むべき方向を相談し合って探してみました。 

 調査内容を「慰安婦」、「強制徴用（在日韓国人）」、「今後進むべき未来」の３つに絞り、

実際に港区にある「在日韓国人歴史資料館」に訪れ、そこで慰安婦女性の話や在日韓国人

の生活の資料を見つけ資料の分析をすることができました。また、お茶大生たちが聞いた

韓日両国の歴史教科書問題に関する講演を元に、今後の韓日両国の歴史教科書問題の解決

策のための１つの道を発見することができました。それは韓日中共同歴史教科書、つまり

「東アジアで」教科書を編纂することです。 

 韓日両国の未来の話をお互いにしながら感じたことは、両国国民が、和合や韓日で１つ

になること、真の交流を望んでいるということです。歴史を忘れてはなりませんが、それ

を越えて未来を作っていくための１つの羅針盤として過去を見なければならない、という

ことを感じました。 

 

交流を通じて得た言語的、文化的学び 

 今回のセミナーを通じて最も大きく感じた文化的な違いは韓国の友人は自分の意見をす

ぐによく言って表現しますが、日本人の友達は相手を配慮して自分の意見より相手の意見

を聞こうとする、といった態度の違いです。どちらがより正しいとも言い切れず両方長所

と短所があると思います。そのため、韓国人は配慮する日本側の友人を見ながらもう少し

配慮することが必要であると感じ、日本側の友人はもっと自分の意思を表現して積極的に

なることが必要であると感じました。友人の姿を長所と受け止めながら、互いに文化の違

いを理解して知っていくきっかけになりました。 

 

セミナー全般についての評価 

 まず心を開き、一緒に活動してくれた日本側のお茶大の友人に感謝の言葉を伝えます。

今回のセミナーは、おそらく私の人生で忘れられない、非常に大切な思い出になるでしょ

う。国家の概念だけでずっと見つめてきた問題を乗り越えて、私は更に広い視野で眺めら

れるようになったようです。また、両国のよい先生たちと一緒にセミナーに参加すること

ができて本当に良かったです。旅行で得られないそれ以上の何かを得ました。今後とも可

能ならば私も韓日両国間の関係改善のために最善を尽くしたいです。いい機会と思い出を

作ってくださり感謝いたします。 
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忘れられない夏 
 

 

 私は今回の韓日交流セミナーを通じて多くのことを知った。普段の学校生活の中よりも、

協同、歴史、文化、などを頭の中、心の中で深く悟り、学んだ。私は歴史テーマを担当し

た。私は今まで歴史についての知識はあまりなく、歴史に関心のない他の人たちと同じだ

った。しかし今回のセミナーは日本の友達と一緒にするセミナーだったため、特に歴史の

グループに関心があった。それで歴史グループを選択した。準備を進める中で知らなかっ

た深い歴史について学び、韓日歴史認識調査をしてみて気付いたこともあった。私は、安

重根義士が有名であり、すごい仕事をしていた偉人として代表的であることを知っている。

今回のセミナーは、歴史資料を調査し、まとめ、安重根義士が伊藤博文を殺した正確な理

由と、安重根義士は日本人が考えているようなテロリストではないということを韓国人の

私が説明できる良い機会になったと思う。また、私が初めて日本の友達と交流する機会に

もなった。バスの中や宿舎の中でも日本の友達と共に過ごし、第２次の発表も一緒に準備

したが、大きい困難がなかった。日本の立場で日本人の友達の考えを聞くことができたし、

国は違ったが意見がよくあった。そして元々、日本人が親切なのは知っていたが、直接日

本人と親しくしてみると、本当に配慮が多く、繊細で勤勉な友達だった。また、日本の友

達と一緒にお風呂に入ったら、入浴文化も少しずつ違うことが分かった。韓国人は、風呂

場で髪や体を洗うときに歯も一緒に磨き、それからお湯につかり、湯から出てきた後も洗

う。日本人の友達は私たちのそんな姿に驚いた。日本では、一度湯船に浸かったら風呂場

でのすべての作業が終わる。このような文化の違いが面白かった。多くのことを知ること

のできた期間だった。 

 今回のセミナーには初めて参加したが、良い雰囲気の中で友達とすぐに親しくなり、日

本の友達が韓国の私たちを温かく迎えてくれて本当に助かった。また、アシスタントの方

が本当に親切だったので、積極的に近づき、質問を行うことができた。そして森山先生は

韓国人のよう、金曘泳教授は日本人のようで何だか新鮮だった。日本人の友達も感じたの

と同じくらい私もそう感じた。 

 ただ、残念だったこともある。私は、セミナーのテーマに沿った活動の時間より自由時

間の方が多いと感じた。今回のセミナーが始まる前、セミナー中の自由時間がこんなに多

いとは知らなかった。あらかじめ自由時間の日程を公開してくだされば計画を立てられた

のに、気付かなくて残念だった。お金は余裕のあるように持っていったのでまだよかった。

自由時間が多いことは他の人にとっては良い点かも知れないが、私はその点が少し残念だ

った。 

 セミナー期間中、ありがとうございました。 
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多くのことを学んだ夏 
 

 

 セミナーに参加し日本に行く前にいろいろなことがあって心配していました。しかし、

テーマが決まった後は話がよく進み、積極的に意見を話して私ももっと熱心に参加しよう

と思いました。会って話すのではなくて日本語で LINE を使って連絡するのが大変でしたが

韓国にいるうちにも日本語を使ういい経験になりました。テレビ会議は非常に楽しかった

です。 

 間接交流を通じて韓日関係の改善方法を考えました。まずアンケートを行い、韓国の人

が日本についてどう考えているかを調べました。アンケートの結果を見ると、韓国の人と

日本の人の認識が違うことが分かりました。 

 アンケートの結果をもとに第２次発表を準備する中で難しい問題がありましたが、みん

なが自分の立場で理解しようと努力してくれました。本当にありがたく思っています。み

んなで話し合う時、韓国語での私の考えを日本語で話すことが難しかったです。また直接

交流ではなく間接交流で韓日の人々がお互いを理解できる方法を探すことも難しかったで

す。直接会って話すとお互いをもっと理解しやすいけれど、メディアでお互いを理解する

のは難しいと思いました。でも文化の力は大きいと思い、理解できる方法を話し合って探

しました。難しくて大変なことでもゆっくり話し合うとお互いを理解できることが分かり

ました。発表の準備をして、また発表を聞いて多くのことを学びました。 

 ひとつのテーマで韓国と日本の両方の考えと発表を一緒に聞いて考える時間はよかった

です。両国の立場を理解できるし、ほかの分野の知識も得ることができて有益でした。 

 お茶の水大学のみんなに会う前には、一週間上手に話せるかなと不安して緊張しました。

でもみんながとても優しくて安心しました。一週間日本の友達と話すために一日中日本語

で考え、話している中で知らない言葉を辞書で調べ、間違えた日本語は友達が直してくれ

ることで勉強になりました。 

 日本語で会話するのが上手にできず怖かったですが、今回のセミナーで少し自信も付き

ました。そして私の日本語の実力がまだ足りない事も感じました。日本語の勉強をもっと

熱心にしようと思っています。 

 大変な場合でも文句を言わずみんな積極的にほかの人を手伝っているのを見て、私の態

度を反省しました。電車に乗る時も先に行って調べてくれたし小さなことからすべて配慮

してくれました。そんな姿を見て私も友達みたいな人になりたいと思いました。 

 セミナーは施設はあまり良くなかったと思いますが、これを忘れるほど一緒に一週間を

過ごすことはとてもいい思い出になりました。バディの友だちがかわいい浴衣を持って来

て伝統の衣装を着る体験も楽しかったです。発表の準備は少し難しかったです。でもいい

ところを探して連れていってくれたし、同じ部屋で生活することも楽しい経験になりまし

た。 
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韓日セミナー 
 

 

 今回のセミナーはいろいろなものを考えるきっかけになりました。セミナーの内容につ

いては韓国側は日本側を、日本側は韓国側を理解するきかっけになったと思います。特に

私の班は両国の関係を文化的な面から接近することで、その認識についてわかることがで

きました。私以外の韓国人がどんな考え方を持っているのか直接調べて大切な経験になっ

て嬉しいです。また日本人についてのいろいろな誤解が理解と変わりました。文化の内面

にも歴史的な面があったので、それを発表の準備とかいろいろな話をしながらなぜそんな

考え方を持っていることになったのかを少し理解しました。また日本人が直接話す日本は

面白い面が多かったです。特に食べ物を食べる時、外国人と日本人が知っているおいしい

店が違ったので、たくさんおいしい店に行ったこととか、知らないものについて説明して

くれたことが本当によかったです。韓国内では塾以外はなかなか日本人と話す機会があり

ません。日本語の専攻を持っている私にも機会があまりないと思います。その点から見る

と、今回のセミナーは４日ずっと日本語を話すので学問的な部分から見てもいいものでし

た。最初の時は日本語を一日中話すのが本当に心配でした。もちろんテレビ会議の短い時

間もとても緊張していました。しかし、日本人の友達と直接話すとだんだん緊張感なくな

ったし、会話の実力が上がりました。文字を見て勉強することではできなかった若者の言

葉もわかったし、日本人が使う日本人らしい表現もわかりました。セミナーは日本語でし

たので準備過程がちょっと大変でしたが、今までの時間がそのまま価値的になりました。

ですが、これはちょっと…と思ったものがいくつかありました。一番目の宿所でアリと一

緒に寝たことと、二番目の宿所でお風呂が四つしかなかったことです。女の子はベットよ

りお風呂の方がもっと重要なのでその部分は大変でした。宿所以外はいいものとして全部

記憶に長く残ると思います。 
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セミナーをふりかえって 
 

 

 ３班のテーマは、間接的な文化を通じた韓日関係の改善であった。韓日両国は、お互い

の映画やドラマといったメディアを介して影響を与え、そして受けている。メディアを通

じた韓日交流は、簡単に情報を得ることができる利点もあるが、メディアがどのように表

現するのかによって、お互いのイメージが歪曲することもあるという致命的な欠点もある。

そして、メディアを通じた間接的な交流も直接的な交流のように、韓日両国の政治問題の

影響を受ける。韓日両国が民間交流を通じて、韓日関係を改善しても、政治家の発言によ

って交流に問題が生じる場合が多い。このような限界を克服し、韓日両国の良い関係を維

持するために、お互いの立場の違いを知ることが重要である。実習を通してお互いの立場

の違いについての理解が異なっていることを感じた。これらの意見の相違を減らすことは、

たくさんの時間がかかると思う。しかし、交流を維持すれば韓日関係に良い影響があると

考えている。東アジアで韓国と日本の影響は大きいため、協力することが重要である。メ

ディアに反映される韓日両国のイメージを、客観的に考えることが重要である。今回のセ

ミナーに参加しながら、初めて日本に行った。他の国の学生と長い時間を一緒に生活する

ということは、初めての経験だった。日本の学生と一緒に生活しながら、彼らの文化につ

いて知るために良い経験だった。日本語実力が不足して多くの話ができず、たくさん惜し

かった。今回のセミナーを通じて、韓国と日本の関係について多くのことを考えることが

できた。日本の学生が韓国に対してどのように考えているかどうかを直接聞くことがあっ

て良い時間だった。韓国の音楽や歌手に興味を持っている学生が多く、韓国に対してより

関心を持っていることを知った。このように、文化は国のイメージに大きな影響を与える。

音楽、ドラマ、映画などの文化を通してその国に興味を持つようになり、その国の言語を

学び、文化を学ぶことも良い経験だが、実際にはその国の人に会って話をすることが相手

国を理解するのに大きな助けになると考えた。その意味で、このようなセミナーの存在は

重要である。韓国と日本の学生が同じテーマを持って議論することも意味があったし、自

由な時間を使って日本の観光地に行くことも良い経験だった。日本の学生がとても親切だ

ったので一緒にいた時間が大事であった。他のチームの日本の友達とも挨拶をして話をす

ることができて良かったし、フェイスブックを通じて日本のニュースを知れるのはとても

嬉しい。日本の友達が韓国に来れば必ず韓国を紹介したい。韓国と日本は近いので、この

ような機会が来ると思っている。日本語上手ではなく残念だった。しかし、次に日本の友

達が韓国に来た時は日本語の実力をあげて、多くの話をしたいと思う。十日間、日本語を

主に聞いたので聞き取れなかった言葉も多かったが、知っている単語が出てきて聞き取れ

とき嬉しかった。また、日本に行きたくて航空券を探してみた。今回の経験で、日本に一

人で行くことができるような自信がついた。夏だから暑い時もあったが、良い時間だった

し、良い友達と一緒にいた時間がずっと記憶に残るようだ。韓国と日本の教授がたくさん

助けてくださったので、良い時間を過ごすことができました、ありがとうございます。 
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韓日交流の第一歩 
 

 

 交流という言葉を考えたとき、ほとんどの人が国家的交流を考えがちであるが、交流と

いう言葉は、個人的な交流も含むということを、今回のセミナーを通して学んだ。つまり、

交流とは、私たち学生も実践できるとても身近なものであるということだ。私は、今回の

発表を準備しながら、今まで知らなかったたくさんの行事があることを知った。そして、

同時に、こういった行事をもっと多くの人々に関心を持ってもらうためにどうするべきか

を考える必要性を感じた。 

 交流に参加するうえで、最も障害になることは、国家的問題である。そして、この国家

的問題というのは、人々の考えや行動に大きな影響を及ぼすため、両国は、まともな交流

を通じて、歴史的問題や領土問題を解決していく必要があるだろう。一方で、私たち国民

は、国家的問題と文化的交流は、異なるものとして切り離して考えなければならない。国

家的問題は、確かに関心を持たなければならないが、そればかりを考えて文化的交流をし

ないというのは、あってはならない。 

 発表に向けての調査で学んだことは、交流を通じた共生の始まりは、基本的に旅行が最

も敷居が低く、積極的に行われる可能性があるということである。国家のイメージによっ

てマイナスの考えを持った人でも、観光を目的とした旅行は、お互いの国に対する偏見を

なくす契機となるだろう。そして、そこでの経験が周囲の人々にも良い影響を及ぼし得る

ということも考えられる。また、私たちが出来ることとしては、韓日交流セミナーのよう

な行事に参加した後に、感じた点を SNS に掲載することが挙げられる。自主的に広報する

ことで、友達と一緒に参加するきっかけを増やしていくことが、交流を通じた共生への出

発点になるだろう。 

 交流を通じて得た文化的学びについては、日本人に対する先入観がなくなったというこ

とである。例えば、私は、このセミナーに参加する前まで、日本人の発言には建前がある

という先入観を持っていた。しかし、実は、日本人は、必ずしもそうではなかった。また、

この建前の文化は、韓国人にも共通して、私自身、あまり親しくない人に対して、建前を

つかっていたことに気が付いた。 

 韓国と日本は、大きな歴史認識の違いだけではなく、箸を置く方法や化粧、衣服におい

ても違いがあり、様々な点でお互いの理解が求められているということを感じた。そして、

交流するということにおいて、国対国という想いより人対人の想いが重要であると思った。

そして、セミナーの期間、格式ばった単語だけではなく、日本の大学生たちが使用する言

葉を学ぶことができ、そして、それは、繰り返し聞くことで、簡単に覚えることができた。 

 セミナー期間中、韓国人学生と日本人学生が、一つの部屋に生活しながら、同じ言語で

コミュニケーションを取ることができたため、言語的交流にとどまらず、情報交換までで

きた点が良かったように思う。班員たちと一緒に、観光地を視察し、アンケートをし、団

結して発表することができたのは、韓日共生に向けた大きな一歩となり、自信にもつなが

った。元々、韓日交流に参加したかったが、なかなか機会がなかったので、今回のセミ   

ナーは、本当に意味のある経験となった。 
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韓日国際交流セミナー 

〜「いい感じ」の４班〜 
 

 

 今年の夏、日本で開催された８月１日から８月 10 日まで同徳女子大学校とお茶の水女大

学による韓日交流セミナーに参加しました。まず、セミナーに参加する前に韓国で第１次

発表の準備をしました。私は、韓国と日本が共生するために必要な交流をテーマとする４

班だったので、韓国のメンバーと一緒に韓日間の直接的な交流に関する情報を調べました。

そして韓日間の交流に否定的な影響を及ぼす要因を調べるためにアンケートを行いました。

また、直接的な交流として韓国にある日本大使館で行われたイベントにも行き、文化体験

をしました。第１次発表の準備を通じて、韓日交流を図ることの出来る手段は多かった一

方で、広報が十分できていないことから交流の促進が難しくなっているという現状を知る

ことができました。そして第２次発表の準備では、韓国と日本の言語を互いに学ぶことが

出来る場があること以外にも新たな情報を得ました。特に、浅草で発表に向けて実施した

インタビューでは、ネットで探した情報ではなく直接調査して得た情報だったので大きな

意味がありました。第２次発表の準備は日本のメンバーと共に行い、韓国と日本両方の意

見を反映できたので、長い準備期間ではなかったけれど発表の内容がより濃いものとなっ

たと思います。他のグループの発表も、聞きながら色々なことを学びました。セミナーの

発表を通じて学んだことの中で一番心に残っているものがあります。それは、私たちのグ

ループの発表内容でもありましたが、韓日間の関係に一番大切なことは、小さいことから

改善していくこと、ということです。小さなことの積み重ねが大きな変化につながるとい

うことが分かりました。この他にも得たことが多かったセミナーでした。 

 セミナーが始まる前は、バディと日本語でうまく会話をすることができるのだろうか、

文化の違いのために誤解が生じてしまったらどうしよう、などの心配をしていました。し

かし、実際に自分のバディや他のメンバーに会ってみて、そのような心配はなくなりまし

た。つたない日本語ではありましたが、日本のメンバーは私の話をよく聞いてくれ、いつ

も日本語が上手だと褒めてくれて本当に感動しました。また、文化の違いで誤解が生まれ

ることはなく、むしろその違いについて聞きたいことを質問しながら、楽しい思い出を作

ることができました。お互いの文化について、珍しい伝統的な文化を紹介しあったり、ま

た、似たような文化を共有したりして、たくさんのことを学びました。日本のメンバーと

毎日一緒にいたので、日本語でよく分からない単語も一生懸命説明をする努力をし、短い

期間でも日本語が上手になったという実感もありました。 

 私は、去年の冬に行われたセミナーにも参加しました。その時にも良いバディとたくさ

んの思い出を作りました。しかし、今回のセミナーは冬のセミナーとは少し違いました。

まず、10 日間という長期間におよぶセミナーで、バディたちと過ごした期間に共有したこ

とが想像以上に多かったため、４班のメンバーは、家族のような大切な存在となりました。

私にとって、まさに４班は、私たちの合言葉でもある「いい感じ」の班でした。そしてセ

ミナーの準備だけではなく、東京の観光もでき、２倍楽しむことができたので嬉しかった

です。ただ、第２次発表の準備期間が短かったために、準備を始めてから発表まで仕上げ

るのが非常に大変でした。この部分以外はすべて満足できるセミナーでした。また出来た

らもう一度参加したいと思えるほど、私が大学で活動したことの中で一番大切な思い出と

なったのではないかと思います。 
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直接交流とは 
 

 

 今回のセミナーを通じて言語的、文化的にたくさん学びました。まず、日本人は「あり

がとう」とか、「すみません」という言葉をよく言うことが分かりました。例えば、私がド

アを開けたり閉めたりした時にも、「ありがとう」と言ったり、誰かを待たせる時には、「お

待たせ致しました」って言ったりしてくれました。ちょっとしたことにも、感謝とかすま

ない気持ちを持つことは私が学ばなければならないと思いました。二番目は日本語が上手

ではないのに、相手の言葉を傾聴してくれる態度がいいと思いました。相手の言葉を傾聴

しながらも、「なるほど」とか、「確かに」という共感の表現をよくしてくれました。そこ

で友達との対話を続くことができる勇気が生じ、それによってもっと仲良くなったと思い

ます。三番目は日本人がすべてのことについて、積極的に参加する態度が良いと思いまし

た。特に、第２次発表を準備した時に、みんなが積極的に意見を交わしたり、自分の役割

に責任を持ち、最善を尽したりする姿が印象的でした。そして、発表の時にも、質問や自

分の意見を言うのを恥ずかしがらず、積極的に参加する態度が良いと思いました。四番目

は学校では学べなかった若者が頻繁に使う単語とか、表現などを身につけることができて

良かったです。最後は、このセミナーを通じて日本人と韓国人は言語、文化が違いますけ

ど、みんな同じ心や感情を持つ人ですから、いつでも親しくなれるのが分かりました。 

 次は、私がテーマについて学んだことです。私たちのグループは、「韓日の直接交流」と

いうテーマで１．現在の韓日交流が積極的に行われているのか、２．そうでなければなぜ

か、３．そのような限界を乗り越えて、私たちはどんな努力ができるのか、この順番どお

りに考えてみました。そこで、私たちは日本文化を直接体験してみたり、アンケートやイ

ンタビューを実施したりしました。その過程で、私が印象的だったのはアンケートの参加

者の 89％が、浅草でインタビューに応じた人たちの殆んどが日本との交流をしたいと答え

たということでした。しかし、韓国で開催される日本文化、日本で開催される韓国文化に

積極的に参加する人は考えたより少ないということも分かりました。その理由としては、

政治、歴史問題もあると思いますが、（とくに、韓国では）文化体験に関する広報があまり

行われていないからだと思いました。また、印象的だったことは、第２次発表の時、セミ

ナーを参加してから、お互いの国について肯定的なイメージに変わった友達が多いという

ことをインタビューを通じて分かったことです。このことから、韓国人、日本人が直接に

会って、コミュニケーションができるプログラムなどが多くできれば良いと思いました。

私は元々「日本」に関心がありました。でも、韓日間の交流については考えてみたことが

ありませんでした。しかし、今回のセミナーを通じて、韓日間交流に関わった人たちの肯

定的な意向を確認してみることができますし、私たちができることが何かを悩んだり話し

合ったりできて良い機会だったと思います。 

 次は、セミナー全般についての評価です。まず、私たちが泊まった施設が不便でした。

代々木青少年オリンピックセンターの衛生状態が良くなかったし、草津では、冷房施設が

動かなくて、不便でした。二つ目は、日本人友達と一緒に泊まる時間がもっと長かったら

いいと思います。セミナーの目的が、日韓交流であるだけに、一緒にいる時間がもっと長

かったらいいと思います。そして代々木オリンピックセンターでグループ全員が同じ部屋

で合宿をできなかったことが心残りです。そして、韓服と浴衣を着てみる体験が良かった

と思います。泊まった場所の衛生状態などで不便に感じたことを除いて、セミナーは全般

的に良かったと思います。 
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韓日関係の改善の第一歩 
 

 

 韓国や日本の上の世代は、日韓関係について正反対の立場をとっています。例えば、戦

争に関して、被害者と加害者の立場があります。また、まだ解決されていない歴史問題に

ついて、両国は対立しています。私もそのような認識がありました。しかし、今回のセミ

ナーは、同じ年頃の女子大生が集まって過去について話して、今後の関係について自由に

意見を交わす場所でした。特に、私たちの班は「女性の子育てと仕事の両立」というテー

マで、関連する韓国と日本の政策について調査し、問題を解決するための方案を探し、議

論しました。両国が直面した「女性福祉」に関する問題は、お互いに似たような状況でし

た。現在、両国が解決すべき問題は、お互いに似ている点もあり、これを解決するための

両国の政策からは、お互いに学ぶことがありました。したがって、両国が直面している問

題を解決して、一緒に未来を歩いていくためには、お互いを理解し、力を合わせて問題を

解決する過程が不可欠であると思いました。 

 日本側の友人が一生懸命作った自由旅行コースは感動的でした。地元の人々だけが知っ

ている美味しいレストランに行ったり、新宿東京都庁からの夜景を見ながら、東京のスポ

ットを説明するなど、日本へ旅行に来た時には全く経験したことないコースで用意してく

れて、日本側の友人の多くの配慮を感じることができました。そして草津での時間もユニ

ークな体験となりました。日本の温泉に深い関心がある韓国の若い世代の人ならば、草津

に行くことはとても貴重な体験になると思います。最も暑い日に東京を離れ草津の冷たい

空気と、ユニークな温泉を経験することは、何よりも格別の記憶に残りました。また、タ

イトなスケジュールではなく、十分な自由時間が与えられたので、日本側の友人と楽しい

時間を過ごすことができました。 

 このように日本人の友達とペアになって、日常の話から、韓国と日本の政策に関する立

場やそれに関するお互いの考えを深く与えながら、日本の名所を旅した時間は貴重な経験

となりました。７日という短い期間の間、誰がこのように外国人の友人と一晩深い話をし

て、思い出を作ることができますか。多分一生できない経験を、このセミナーを通してし

たと思います。このような出会いがこれからも続いて、私たちの世代にお互いの誤解を解

いて関係を改善していけば、そう遠くない将来に、両国の良好な関係に役立つことができ

ると考えています。 
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意味深かったセミナー 
 

 

 お茶の水セミナーの事前会議で日本側の友達が決めたテーマを聞いたとき、女性という

テーマが本当に気に入った。歴史や文化交流といったテーマも興味深いと思いましたが、

いつもよく見かけるテーマと思ったし、女性をテーマにした日本側の５班と一緒にやるこ

とにした。二つの女子大学が会って、女性の福祉を調査し、女性がちょっと全部よいすべ

ての女性にとって良い世の中を作るために社会の問題点や解決点を一緒に探した、または、

探したいと思った。 

 第１次発表の時は韓国側と日本側が発表を別にした。私たち５班は韓国企業の女性福祉

に関連して現在どんな福祉制度があり、私企業と公企業の女性福祉はいかなる差があるの

か、そして、実際に職場生活をしている女性たちにアンケート調査を行った内容を中心に

発表した。韓国の場合には私企業より、公企業の方が女性福祉をよく行っていたが、公企

業でも多くの福祉が行われていなかった。まず女性福祉に関連した内容は会社がホームペ

ージにない会社もあった。これから私が数年後には就職をしなければならないが、このよ

うな事実がとても遠く心が痛かった。 

 実際、職場内で働いている女性たちの意見を詳しく聞いてみたら、その現実をより詳し

く知ることができた。福祉制度があるが、上司の顔色が気になって使用しない場合も多く、

まず制度を導入していない会社もかなりあった。政府では子供をたくさん産むことを望ん

で出産奨励政策をとるが、いざ重要な女性福祉は、企業内でまともに行われていない現実

が分かってきた。結局、女性は育児と仕事を両立する上で大きな困難を感じているという

ことだ。 

 第２次の発表は日本の友達と一緒に発表するために一緒に悩んで調査した。第１次発表

の時３人で悩んだが、２回目は８人になっているため、内容もより豊かになって深まった。

未だに女性が社会で、ある程度、差別されているのは事実だと思う。このような状況で８

人の女性が集まって一緒にその問題点を把握して解決点を探していくのがとても面白くて

価値のあるセミナーだった。意味のあるテーマだったため、多くのものを得ていくことが

できた。そして本当にいい友達にも会った。日本の友達と 24 時間一緒に過ごしながら日本

語もたくさん話した。足りない実力だったが、日本の友達はそんな私に配慮して会話を導

いてくれた。共に東京の観光地やショッピング通りを旅行しながらいい思い出も作ること

ができた。 

 日本の友達は大変だったのに旅行に来た私たちのために様々な観光地を案内してくれて

配慮してくれた。それがとても嬉しかった日本友達と一緒にすごした最後の夜には、長期

に自慢もした。一緒にダンスを踊ったが、笑いを抑えるために苦労した。とても楽しい毎

日だった。お茶の水セミナーを申請する前に多くの悩みがあったが、申請して本当によか

った。不足した発表を最後まで頑張ってくれた友達にありがとう。そして最後まで一生懸

命に見守っていただいた先生にとても感謝している。日本の友達とまた会って楽しい思い

出を作る日が来たら良いだろう。来年にあるセミナーにも参加したい。 
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十日間がもたらした変化 
 

 

 私は同徳女子大学校の日本語科３年生で、日本で行われていた９泊 10 日の韓日交流セミ

ナーに参加しました。日本での旅行と日本語の実力を向上させるために申請しましたたが、

それよりも貴重なものをたくさん実現することができて、良かったです。 

 最初に、私はジェンダーについて、日本人学生と一緒に研究して発表していました。韓

日の女性がどのようにすれば家庭の仕事を両立することができるかどうかの議論で学んだ

ことは、私たちの国が政策的にも意識的にも日本より数歩劣っているという事実です。試

行錯誤しても、私一人の力では改善できないという現実がさらに切なかったです。また、

森山先生が課題を提示されたによって、さらに特別な議論を行うことができました。その

課題のおかげで、韓日の学生が両国の女性の社会進出問題について表面的なアプローチで

はなく、直接、両国の政策を見つけ比較し、議論することができました。当面の変化は難

しいかもしれませんがこのように韓日学生が集まって女性の福祉向上を話したことだけで

も、東アジアの女性たちが家庭や社会の中で居場所が生じることに寄与したと考えていま

す。 

 二番目に議論する過程で、私は日本人の友達が言うことを聞いて、それを韓国語で解釈

し、その内容を理解して、再び私の考えを整理して、それをまた日本語で言わなければな

らないという点が非常に困難でした。時間もかかり、忍耐が必要でしたが、この過程を通

じて、私の日本語能力の不足を具体的に知ることができてよかったです。語彙がたくさん

不足していたので、韓国に戻ってから熱心に勉強をしようという刺激を受けました。特に

日本語の実力が不足している私のために苦労した韓国のメンバーには申し訳ありませんし、

心から感謝します。自分の意見を整理するのも大変なのに、ご協力いただきありがとうご

ざいます。簡単な語彙と間違った文法で話してもすべてを理解し聞いてくれた親切な日本

人の友達にもありがとうございます。 

 三番目に、私の素直な気持ちでは、日本人は表面的に良い言葉を言っていても、実際は

悪い言葉や感情を持っているという偏見がありました。常に良い話ばかりして顔をしかめ

ていない、彼らはひたすら良く見えませんでした。しかし、今回の韓日交流セミナーを介

して、複数の人の日本の友達と一緒に、食事をとったり寝たりと生活を共にしてみた結果、

彼らは飾り的な性格ではなく、思いやりが深い性格であることを学びました。偏見を持っ

ていたのが申し訳なくなるほど、私に親切にしてくれました。本や講義で 100 回日本を勉

強するよりも、１回の直接体験することの重要性を感じました。今後もこのセミナーがず

っと開催されて、後輩たちにも良い経験してほしいです。 

 第四に、セミナーを準備する過程で、事前の日本側との交流が少ないと思いました。セ

ミナーに関する韓国側のお知らせも不足しており、韓国人教授もまた、会議に出席しない

場合があり少し不満でした。しかし、日本を実際に訪れてみると、予想以上にセミナーを

よく終えることができて嬉しかったです。 
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未来に一歩近づいていく特別な経験 
 

 

 ８月に本格的なセミナーが始まるまでに、隔週、月曜日にテレビ会議があった。私はそ

の前後の調整や整理をし、会議が行われる間、すべての班が時間内に準備した内容を伝達

することができるようにする役目だった。学生代表という役職も務めていたために日本に

行く前、そして続く８月の日程の全般的な部分まで韓国側の学生たちを統率できる能力も

必要だった。そのためにテレビ会議がある２日前まで、すべての班の意見を収集し整理し、

セミナーの日程と準備物などを韓国語で作成し、各グループの構成員が発表準備を少しで

も円滑にできるように助ける役割を担っていた。８月、第１次の発表前にあった開会のス

ピーチを２個の言語で作成した点も興味深かった。韓国語で作成した草案は思い浮かぶ考

えがあるたびに整理したため、大きな困難はなかったが、会話ではあまり使用しない言葉

を日本語の文体で書かなければならなかったことが難しかった。スピーチを作成するため

に工夫した点は今後に大きく役立つであろう。野外実習があった日には班のメンバーたち

とみんなで一緒に新大久保に訪問した。第１次発表の時に１班が紹介していた食堂を調査

し、外国にあるコリアタウンを自ら体験した。日本の中に小さな韓国が存在するというこ

とだけを知っていだが、直接訪問したことは、大いに意義のある時間となった。特に新大

久保に対する内容を先に聞いて訪れた点が大きな助けとなった。 

 第２次発表の時には、すべての班が踏み込んだ内容を扱っており、有益であった。最も

記憶に残る内容は１班と３班が発表した内容だった。第１次発表をもとに、新大久保の現

地調査をした１班は、さらに外国人が理解しやすい字で表記を行う必要があるという点を

指摘していた。外国人が他国に住む中で抱える大きな問題の一つが言語問題である。これ

を克服するため、英語以外の言語を追加したり、生活関連情報は簡単な漢字で作成するこ

とが必要だと言及していたのが印象深かった。実際に、群馬県の文化通訳登録制度や災害

時に簡単な日本語や絵などで説明するという方法がある。このような努力が次第に広がっ

ていくこと、そして外国人たちの住民意識の拡大も必要だと考えた。３班は、韓日の未来

と文化について発表した。各国にはそれぞれのメディアだけに依存する無関心な人々が存

在する。彼らが互いに悪いイメージのみを持っている点を改善する必要があるという部分

に共感した。情報が洪水のように流れる現代社会で情報をろ過し、取捨選択する能力を育

てることも重要な要素と考えるためだ。これを通じて、文化は歴史や政治問題を一次元超

えることができると考える。文化自体がどの国のものなのかに焦点を当てるよりは、共生

する中での共同発展を目指して前進することが最も望ましいのではないか。 

 今回の機会を通じて、日本の友達と長く話を交わし、共に時間を送ったのは初めてであ

った。何よりも韓国で日本語を学ぶ時より実生活で使う日本語を話し、直接ぶつかる感じ

が新しかった。そして今より日本語をもっと上手に話せるように一生懸命勉強しなければ

ならないと感じた。文化的な側面でも多くのことを感じた。友達と食堂に行ったとき、班

のメンバーの一部の食べ物が先に出てきても何も言わずに先に食べない経験と、小さな行

動にも「失礼します」や「すみません」と言葉にする、相手に配慮するという心を学んだ。 

 セミナーを準備する中で「果して私がセミナーをより良くすることができるか」と考え

ることが多かった。しかし、10 日という時間は思ったよりはるかに早く過ぎて、別れの時

はとても寂しかった。セミナーを終えた今は、簡単にはできない経験をすることができ、

かけがえのない財産を得た気分である。今回のセミナーに参加できたことは、今後の進路

決定においても大きな促進剤となるであろう。 
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学ぶということ 
 

 

 今回のセミナーに参加してまたいろいろな事を学ぶことができました。 

 私は実行委員だったので直接的に発表に参加することはできませんでしたが、みんなが

準備する内容を初めから最後まで見ることができてこのセミナーがもっと大切に感じられ

ました。色んな発表がありましたが、そのなかでも印象に残ったのはまず歴史教科書に関

するものでした。日本の教科書には意外と慰安婦とかに関する内容が細かく書いていなか

ったことについて驚きました。また、彼らがなぜ慰安婦の少女像を消したいと思うのかが

分かるようになりました。そして教科書を変えることが難しいならば私たちのような若い

世代が先に歴史を正しく学んでその精神を日韓みんなに伝えるのが一番の近道ではないか

と考えました。 

 きっとみんなもそうだと思います。今回の交流で一番成長したのは言語だと思います。

普段は勉強しても使うことができなかった言葉などをバディに対して使ったり、発表で質

問をするとき応用できたりして本当に嬉しかったです。韓服を着せたり浴衣を着せてもら

ったりして、服に込められている精神や意味を知る機会にもなって楽しかったです。また

お互いの文化を教えたり社会の情勢について真剣に話したりするのもとても有益な時間で

した。今回の日韓セミナーで一緒に寝たりご飯を食べたり、生活を共にして長く深く会話

が続けられたことが一番良かったことだったと思います。どれだけ時間があってもずっと

一緒にいないとかわすことができない会話もあるからです。１つ残念だったことは泊まる

ところの衛生の問題でした。でもこのようでしかさえできない会話もあるのでそれなりに

楽しむことが出来ました。これからもこいう機会が増えてまた交流していきたいと思いま

す。そして日韓の関係もより良い方向に進めて欲しいです。私もこれからもっと勉強して

そいう世界を作ることに取り組んでいきたいです。 

 

-  63  -



 

 

私に多くのものを残してくれた日韓交流セミナー 
 

 

 私は実行委員だったため、今回のセミナーで他のグループのようにテーマを決めて研究

や、発表はしなかった。しかし私はセミナーを通じて得たことが多いため、これが決して

残念だと思っていない。まず、第１次の発表が始まる前に実行委員の開会のじがあった。

これのために、私は 70 個ぐらいの漢字語を読むことができなければならなかった。実際に

日本の人々に開会のじをするという事実が私が熱心に単語を覚えることができるように手

伝ってくれた。そのとき勉強した単語のお陰で私が使うことができる日本語の単語の幅が

拡大された。高校の時、英語の先生に一番たくさん聞いた言葉が単語は私が使わなければ

私のものになっていないという言葉だ。私はこの言葉はあまり感じなかったが、今回のセ

ミナーを通じて本当に痛切に感じた。そして、バディと一緒に話す時もう少し一生懸命日

本語の勉強をしなければならないと思った。一緒にいる時話したい言葉を思い出しても言

語能力が不足して話を出せなかったことがあった。文法と単語を今よりもっとたくさん知

ったら第１次発表と第２次発表の時、もっとたくさん質問することができたようだ。１年

生が国際交流セミナーに参加するのはすこしきついけど、私はセミナー参加を通じて様々

な言語的学びを得ることができて良かった。 

 今回のセミナーでは、各班が「日韓の共生」、「日韓の未来と歴史教育」、「日韓の未来と

文化」、「交流の促進での日韓共生」、「育児休職と関連した日韓共通課題解決」というテー

マで発表した。この中で一番印象深かったグループは１班だった。第１次発表の時は韓国

側が韓国にある日本人村（東部二村洞）を、日本側が日本にあるコリアタウン（新大久保）

を調査して発表した。東部二村洞に住んでいる日本人の生活や新大久保に住んでるの生活

を知ることができた。東部二村洞に住んでいる日本人は韓国人と葛藤がなく、疎通もほと

んどなかった。一方、新大久保では韓国人と日本人の間の葛藤が存在した。第２次発表の

時１班は、葛藤の原因を分析し、これを解決できる実質的な解決策を提示した。私はまだ

学校で発表をほとんどしてみたことがないのに１班の発表を見てどんな発表が良い発表な

のか分かるようになった。そして１班から５班まで発表を聞きながら日本側が韓国側に配

慮してくれている感じを受けた。日本側の立場では韓国側が多く日本語科であることも、

最初から最後まで韓国語に通訳してくれた。おかげで私も発表を聞くことができた。バデ

ィと対話する時にも単語質問をたくさんした。前に説明してくれた単語を何度も聞いたこ

ともある。そうする時に癇癪を起こさなくて説明してくれた。そんな姿に感動を受けた。

セミナーの後に、心の中に多くのことが残った。それで次にもセミナーに参加したい。少

し残念だったのは実行委員の活動である。私はセミナーの歓迎会、発表、送別会などの司

会は、実行委員の役割だと思っていたが、各班が回転で、司会をしていた。各班は発表準

備に忙しく働いたはずなのに、司会までやるためには、準備するのがもっと増えて負担だ

ったようだ。次のセミナーの時は、実行委員の役割を少し加えたらいいと思う。自由時間

が適切にあって活動も少なくなかったほうが本当に良かったと思う。 
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